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は
じ
め
に

　

京
都
府
八
幡
市
八
幡
西
高
坊
に
あ
る
神
應
寺
は
、
石
清
水
に
八
幡
神
を
宇
佐
か

ら
勧
請
し
た
僧
行
教
に
よ
っ
て
、
貞
観
二
年
（
一
八
六
〇
）
応
神
天
皇
を
祀
る
寺

と
し
て
創
建
さ
れ
、
国
の
重
要
文
化
財
の
彫
刻
行
教
律
師
坐
像
を
所
蔵
す
る
古
刹

で
あ
る
。
代
々
世
襲
し
て
家
族
と
と
も
に
護
持
す
る
寺
院
で
は
な
く
、
寺
格
が
高

い
た
め
曹
洞
宗
通
幻
派
の
法
類
か
ら
推
さ
れ
た
僧
が
住
職
に
就
任
す
る
。
八
幡
市

教
育
委
員
会
が
文
化
財
調
査
に
入
っ
た
平
成
一
〇
年
（
一
九
九
八
）
頃
に
は
、
管

理
者
が
常
住
せ
ず
既
に
多
く
の
寺
宝
が
失
わ
れ
て
い
た
。
絵
画
彫
刻
な
ど
美
術
工

芸
品
は
悉
皆
調
査
に
よ
り
所
蔵
台
帳
が
設
置
さ
れ
、
書
院
障
壁
画
と
不
動
堂
の
彫

刻
二
躯
が
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
古
文
書
・
典
籍
類
は
一
点
ご
と
に

番
号
を
付
与
し
て
番
号
管
理
が
は
か
ら
れ
、
二
〇
〇
一
年
八
幡
市
教
育
委
員
会
の

『
神
應
寺
文
化
財
調
査
報
告
書
』
⑴
に
お
い
て
目
録
編
で
古
文
書
三
二
五
点
、
典

籍
二
九
九
点
が
目
録
化
さ
れ
た
。
ま
た
史
料
編
で
、
古
文
書
の
翻
刻
史
料
を
掲
載

す
る
と
と
も
に
、
収
納
箱
や
石
碑
・
棟
札
等
の
銘
文
等
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
市
場
に
流
出
し
た
本
資
料
群
を
平
成
一
六
年
（
二
〇
〇
四
）
に
二
度
に

わ
た
っ
て
当
寺
の
努
力
で
買
い
戻
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
そ
の
全
容
を
概
説
し
、
報

告
書
の
成
果
を
も
と
に
本
資
料
群
か
ら
判
明
す
る
近
世
神
應
寺
の
活
動
を
考
察
す

近
世
石
清
水
八
幡
宮
領
内
の
禅
宗
寺
院
の
活
動

　
　
― 

神
應
寺
追
補
資
料
を
中
心
に 

―

竹
　
中
　
友
里
代九

五

近
世
石
清
水
八
幡
宮
領
内
の
禅
宗
寺
院
の
活
動
　
― 

神
應
寺
追
補
資
料
を
中
心
に 

―



る
も
の
で
あ
る
。
な
お
本
資
料
は
、
地
元
の
古
文
書
愛
好
団
体
「
地
域
史
料
研
究

会
や
わ
た
」
に
よ
る
目
録
の
番
号
を
踏
襲
し
、
撮
影
画
像
・
翻
刻
を
活
用
し
、【
神

應
寺
追
補
資
料
目
録
】（
一
〇
九
頁
）
と
し
た
。

　
　

一
、
資
料
の
概
要

　
　
　
（
一
）
朱
印
状
と
右
衛
門
佐
書
状

　

神
應
寺
に
宛
て
た
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
三
通
（
あ

−

1
〜
3
）
と
徳
川
家
康
・

秀
忠
・
家
光
ま
で
の
三
代
の
領
知
朱
印
状
各
一
通
（
あ

−

4
〜
6
）
に
、
慶
春

庵
宛
て
の
家
光
朱
印
状
（
あ

−

7
）
が
一
通
あ
る
。
禅
宗
五
箇
寺
宛
て
の
徳
川

綱
吉
・
家
治
・
家
斉
の
領
知
朱
印
状
各
一
通
（
あ

−

8
〜
10
）
は
、
竪
紙
で
禅

宗
五
箇
寺
の
「
御
朱
印
箱
」
に
収
納
さ
れ
、
年
預
が
管
理
し
て
い
た
。

　

さ
ら
に
鍵
付
き
の
木
箱
に
収
納
さ
れ
た
仮
名
消
息
八
通
（
あ

−

11
〜
18
）
は
、

徳
川
綱
吉
に
仕
え
た
右
衛
門
佐
か
ら
神
應
寺
十
九
世
廓
翁
鉤
然
に
宛
て
た
も
の

で
あ
る
。
天
正
二
十
年
（
一
五
九
二
）
名
護
屋
の
陳
所
か
ら
の
秀
吉
朱
印
状
と

徳
川
領
知
朱
印
状
は
、
す
で
に
報
告
さ
れ
て
い
る
⑵
。
右
衛
門
佐
は
、『
徳
川
諸

家
系
譜
柳
営
婦
女
伝
』
な
ど
で
は
藤
原
北
家
嫡
流
・
堂
上
家
の
水
無
瀬
家
氏
信

の
女
で
霊
元
天
皇
の
宮
中
に
上
が
り
、
中
宮
新
上
西
門
院
鷹
司
房
子
に
侍
女
と

し
て
仕
え
、
才
色
兼
備
で
知
ら
れ
て
い
た
。
徳
川
綱
吉
の
正
室
鷹
司
信
子
が
中

宮
の
姉
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
将
軍
御
台
所
付
き
と
し
て
江
戸
に
迎
え
ら
れ
、

大
奥
総
女
中
頭
と
な
っ
た
。
当
寺
に
は
右
衛
門
佐
供
養
塔
が
あ
り
、
そ
の
銘
文

に
は
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
十
二
月
十
一
日
に
水
無
瀬
兼
俊
の
女
と
し
て
生

ま
れ
、
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
三
月
十
一
日
五
八
才
で
没
し
て
い
る
。
元
禄

宝
永
期
に
神
應
寺
再
興
を
目
指
し
諸
国
へ
の
勧
進
を
幕
府
に
願
い
出
た
廓
翁
に

対
し
て
、
右
衛
門
佐
が
口
添
え
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の
親
交
を
示
す
書
状
で

あ
る
⑶
。

　
　
　
（
二
）
建
法
幢
史
料
と
朱
印
改
め

　

徳
川
将
軍
代
替
わ
り
時
に
こ
れ
ま
で
の
領
知
朱
印
状
を
江
戸
へ
持
参
す
る
。

こ
の
朱
印
改
め
に
つ
い
て
は
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
の
「
御
朱
印
継
目
参

府
覚
」
⑷
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
四
代
将
軍
徳
川
家
綱
の
寛
文
印
知
に
よ
り
、
神

應
寺
・
常
徳
寺
・
全
昌
寺
・
慶
春
庵
・
巣
林
庵
に
は
、
こ
れ
ま
で
個
別
に
発
給

さ
れ
て
い
た
領
知
朱
印
状
が
、
禅
宗
五
箇
寺
の
組
寺
と
し
て
一
通
に
ま
と
め
ら

れ
た
。
い

−

1
《
史
料
一
》
に
は
日
山
海
東
が
記
録
し
た
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）

か
ら
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
ま
で
の
江
戸
参
府
入
用
銀
を
写
し
取
り
、
さ

ら
に
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
の
朱
印
改
め
の
記
録
を
三
八
世
慧
雲
が
書
き
留

め
て
い
る
。
い

−

2
は
享
保
二
年
吉
宗
へ
代
替
わ
り
時
の
朱
印
改
め
で
、
年
預

で
あ
っ
た
全
昌
寺
が
江
戸
へ
参
府
し
た
時
の
記
録
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
全
昌
寺

に
宛
て
ら
れ
た
天
正
十
七
年
八
幡
庄
内
二
十
石
の
豊
臣
秀
吉
知
行
宛
行
状
、
徳

川
家
康
・
秀
忠
・
家
光
の
領
知
朱
印
状
等
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。

　

い

−

3
《
史
料
二
》
は
、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
常
徳
寺
檀
那
惣
代
の
落
合

将
曹
か
ら
禅
宗
五
箇
寺
仲
間
へ
宛
て
の
一
札
で
あ
る
。
常
徳
寺
は
、
先
の
住
職
玄

那
首
座
が
没
し
、
後
任
を
勤
め
る
予
定
の
知
烈
も
諸
国
を
行
脚
中
で
あ
る
。
常
徳

寺
に
伝
来
す
る
家
康
・
秀
忠
・
家
光
の
三
代
の
朱
印
状
と
豊
臣
秀
吉
の
朱
印
状
と

合
わ
せ
て
四
通
を
禅
宗
五
ケ
寺
仲
間
で
管
理
す
る
朱
印
箱
に
預
け
、
知
烈
が
帰
郷

し
た
ら
元
に
戻
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
秀
吉
朱
印
状
に
つ
い
て
は
、
天

正
一
七
年
十
一
月
十
九
日
付
で
科
手
郷
内
二
十
石
が
山
城
国
常
徳
庵
に
宛
て
行
わ

れ
て
い
る
。
秀
吉
と
徳
川
三
代
の
朱
印
状
は
、
通
常
は
宛
所
の
各
寺
院
が
個
別
に

九
六

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
四
号



所
持
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

い

−

7
《
史
料
六
》
は
寛
政
八
年
奉
行
所
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
、宝
暦
・

天
明
の
ご
朱
印
改
め
の
記
録
を
差
出
し
、
ま
た
神
應
寺
は
、
他
の
四
ケ
寺
と
は
同

格
で
は
な
い
こ
と
を
訴
え
、
珪
洲
伊
璠
の
代
に
も
組
寺
で
は
な
く
神
應
寺
で
一
通

の
朱
印
状
発
給
を
求
め
る
願
書
を
差
出
し
て
い
る
。
奉
行
所
へ
提
出
し
た
珪
洲
伊

璠
の
願
書
の
控
え
が
い

−

6
《
史
料
五
》
で
あ
る
。

　

寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
生
津
村
の
堤
切
に
よ
る
大
洪
水
で
年
貢
未
納
の
常
磐

町
百
姓
十
五
、六
人
が
徒
党
を
組
ん
だ
と
し
て
神
應
寺
が
寛
文
五
年
に
幕
府
へ
訴

え
た
記
録
が
い

−

8
《
史
料
七
》
で
あ
る
。
百
姓
側
は
日
損
水
損
の
時
に
は
見
掛

け
で
免
を
取
り
決
め
る
住
職
直
伝
和
尚
の
手
形
を
根
拠
に
し
た
が
、
訴
え
た
三
人

の
百
姓
は
入
牢
の
末
、
田
地
を
寺
に
差
出
す
こ
と
で
赦
免
さ
れ
た
。
八
幡
の
水
害

に
よ
る
争
論
は
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
の
京
都
町
奉
行
へ
訴
え
た
蜻
蛉
尻
川
争

論
が
あ
る
⑸
が
、
京
都
町
奉
行
が
寛
文
八
年
に
設
置
さ
れ
る
以
前
の
、
江
戸
の
寺

社
奉
行
ま
で
巻
き
込
ん
だ
記
録
で
あ
る
。

　

十
九
世
廓
翁
は
、
現
在
の
神
應
寺
の
境
内
地
に
あ
る
禅
堂
や
鐘
楼
な
ど
を
建

て
、
常
法
幢
地
と
し
た
世
代
で
あ
る
。
寺
格
を
備
え
る
た
め
に
元
禄
十
三
年

（
一
七
〇
〇
）
大
坂
・
堺
の
町
々
を
残
ら
ず
托
鉢
し
、
此
度
は
洛
中
洛
外
の
托
鉢

許
可
の
願
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。
い

−

9
《
史
料
八
》
は
江
戸
・
京
・
大
坂
・
堺
・

伏
見
・
奈
良
ま
で
も
残
ら
ず
托
鉢
し
、
さ
ら
に
大
名
領
分
ま
で
托
鉢
許
可
を
願
う

も
の
で
、
酉
年
は
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
と
推
定
で
き
る
。

　

托
鉢
願
書
や
由
緒
書
⑹
等
の
二
次
資
料
か
ら
常
法
幢
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら

れ
て
い
た
が
、
い

−

15
〜
17
で
、
ま
ず
元
禄
九
年
に
随
意
会
地
に
、
そ
し
て
元
禄

十
二
年
に
関
三
刹
の
定
と
永
平
寺
免
翰
に
よ
っ
て
常
法
幢
地
と
な
っ
た
。

　

い

−

18
は
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
日
山
海
東
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
過

去
帳
で
あ
る
。
大
正
・
昭
和
初
期
に
追
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
事
績
の
不
明
な

歴
代
住
職
や
石
清
水
領
内
の
自
治
を
担
う
社
士
・
淀
屋
等
の
有
力
商
人
・
宿
坊
住

職
な
ど
の
名
が
あ
る
。
そ
れ
ら
家
族
の
女
性
名
も
記
さ
れ
、
寺
に
寄
与
し
た
女
性

の
存
在
が
あ
っ
た
。
近
世
石
清
水
の
神
人
組
織
や
曹
洞
宗
の
宗
派
研
究
資
料
⑺
と

し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
　

二
、
廓
翁
鉤
然
の
復
興
運
動

　
　
　
（
一
）
廓
翁
鉤
然
の
事
績

　

神
應
寺
に
は
、
山
門
・
本
堂
・
書
院
・
禅
堂
・
衆
寮
・
鐘
楼
の
建
物
が
備
わ

り
、
境
内
地
の
建
物
七
棟
が
二
〇
二
二
年
京
都
府
暫
定
登
録
文
化
財
に
指
定
さ
れ

た
。
こ
れ
等
の
伽
藍
整
備
は
、
お
も
に
十
九
世
住
職
の
廓
翁
鉤
然
の
時
代
に
な
さ

れ
た
。
廓
翁
は
、
僧
侶
伝
記
・
禅
宗
法
系
譜
な
ど
に
そ
の
名
を
記
さ
な
い
。
正
徳

四
年
（
一
七
一
四
）
七
周
忌
に
廓
翁
の
頂
相
が
当
寺
に
寄
進
さ
れ
た
。
そ
の
裏
書

に
は
後
に
二
一
世
と
な
る
珪
洲
伊
璠
が
略
伝
を
記
す
。

当
山
法
幢
重
興
廓
翁
然
和
尚
略
伝

師
諱
鉤
然
号
廓
翁
、
以
慶
安
三
庚
寅
歳
生
于
城
之
洛
陽
、
十
二
歳
有
求
道
之

志
航
海
、
於
予
州
礼
法
龍
寺
蘭
室
和
尚
祝
髪
、
年
十
八
一
錫
辞
法
龍
而
投
当

山
十
八
代
大
安
元
和
尚
之
室
朝
参
暮
請
機
々
相
契
、
年
三
十
首
衆
於
伯
州
大

休
寺
霊
水
和
尚
之
会
、
年
三
十
五
貞
享
元
年
甲
子
嗣
法
大
安
元
、
公
欽
奉
勅

命
住
越
之
吉
祥
山
、
年
三
十
六
貞
享
三
乙
丑
春
二
月
受
大
安
元
公
命
、
応
諸

檀
之
請
、
領
当
山
席
、
年
丗
八
貞
享
四
丁
卯
欲
建
僧
堂
、
檀
越
谷
村
永
哲
居

九
七

近
世
石
清
水
八
幡
宮
領
内
の
禅
宗
寺
院
の
活
動
　
― 

神
應
寺
追
補
資
料
を
中
心
に 

―



士
荐
先
考
妣
建
焉
、
元
禄
六
癸
酉
年
四
十
四
就
当
山
大
啓
嘉
会
龍
象
厠
席
、

元
禄
十
丁
丑
年
四
十
八
重
建
法
幢
、
元
禄
十
三
庚
辰
年
五
十
一
得
官
之
許
状

雖
建
常
恒
之
法
幢
、
以
常
住
欠
乏
難
支
、
募
縁
於
十
方
錙
積
銖
重
化
、
若
干

金
輸
常
住
資
煩
費
矣
、
住
山
廿
年
一
力
担
当
以
護
法
為
念
、
宝
永
丁
亥
冬
十

月
罹
病
請
、
霊
松
逸
峰
和
尚
手
親
修
遺
書
以
護
法
為
至
嘱
、
明
年
宝
永
五
師

年
五
十
九
四
月
廿
六
日
書
偈
俄
然
寂
、
諸
徒
憑
命
就
霊
松
寺
荼
毘
立
塔
於
本

山
、
法
臘
四
十
七
世
寿
五
十
九
福
恵
光
厳
除
弊
起
廃
居
、
其
席
者
誰
不
荷
師

恩
茲
正
徳
甲
午
夏
当
七
周
忌
景
新
図
真
像
背
面
略
記
其
事
実

　
　
　
　

現
杉
山
珪
洲
伊
璠
焚
香
慎
識　
　
　
　
　
（
印
）　
（
印
）

　

廓
翁
は
、
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
洛
陽
に
生
れ
、
十
二
歳
で
求
道
の
志
に
よ

り
伊
予
に
渡
り
法
龍
寺
の
蘭
室
和
尚
の
元
で
出
家
し
、
十
八
歳
で
辞
し
て
神
應
寺

一
八
世
大
安
元
和
尚
に
参
禅
し
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
三
十
五
歳
で
大
安
元

和
尚
に
嗣
法
し
た
。
貞
享
三
年
二
月
に
神
應
寺
住
職
に
就
任
し
た
。
貞
享
四
年
僧

侶
が
座
禅
す
る
僧
堂
建
立
を
願
い
、
安
居
本
頭
神
人
谷
村
次
郎
右
衛
門
清
勝
（
永

哲
居
士
）
と
母
の
支
援
に
よ
り
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
十
二
月
に
禅
堂
は
落
成

す
る
。元
禄
元
年
淀
藩
家
老
の
永
井
権
右
衛
門
重
良
に
よ
っ
て
浄
財
が
寄
進
さ
れ
、

梵
鐘
が
鋳
造
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
梵
鐘
を
つ
る
す
鐘
楼
が
未
だ
建
立
で
き
な
い
こ

と
を
聞
い
た
科
手
の
神
人
井
上
元
昌
は
数
人
の
檀
越
を
率
い
て
喜
捨
を
募
り
元
禄

五
年
七
月
に
鐘
楼
は
落
成
し
た
。
山
門
横
の「
不
許
葷
酒
入
山
門
」の
石
碑
は
、「
元

禄
十
丁
丑
年
七
月
如
意
日
、
永
井
氏
重
良
喜
捨
、
現
住
廓
翁
鉤
然
叟
」
と
あ
る
⑻
。

元
禄
十
年
夏
に
は
じ
め
て
法
幢
を
建
て
、
山
門
も
合
わ
せ
て
こ
の
頃
に
建
立
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
境
内
地
の
建
物
が
順
次
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
元
禄

十
三
年
五
十
一
歳
で
常
法
幢
の
官
許
を
得
た
が
、
常
法
幢
を
維
持
す
る
こ
と
は
難

し
く
、
各
地
の
縁
を
頼
り
資
金
を
募
り
、
住
山
二
十
年
護
法
の
念
を
担
っ
て
い
た
。

宝
永
四
年（
一
七
〇
七
）に
病
に
か
か
り
、霊
松
寺
の
逸
峰
和
尚
に
遺
言
を
託
し
て
、

翌
年
宝
永
五
年
四
月
に
五
九
歳
で
な
く
な
り
霊
松
寺
で
荼
毘
に
付
さ
れ
た
。
供
養

塔
は
神
應
寺
の
歴
代
住
持
の
墓
所
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
（
二
）
神
應
寺
の
建
法
幢
と
廓
翁

　

次
に
法
幢
に
か
か
る
文
書
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
廓
翁
に
よ
り
神
應
寺
が
法
幢

地
と
な
っ
た
の
は
、
先
述
の
事
績
に
よ
る
と
元
禄
十
年
で
あ
る
。
法
幢
地
と
は
、

曹
洞
宗
で
説
法
開
設
を
標
示
す
る
法
幢
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
る
寺
を
い
う
が
、

こ
れ
に
は
結
制
安
居
の
開
催
数
に
よ
っ
て
三
種
の
寺
格
が
あ
る
。
毎
年
夏
と
冬
の

二
季
、
衆
僧
を
集
め
て
安
居
結
制
す
る
常
法
幢
地
、
夏
か
冬
の
一
度
行
う
片
法
幢

地
、
四
、五
年
に
一
度
の
随
意
会
地
の
三
法
幢
で
あ
る
。
次
の
い

−

15
は
、
元
禄

九
年
随
意
会
地
の
許
可
を
示
す
。

山
城
八
幡
山
神
應
寺
者
百
弐
拾
石
之

御
朱
印
地
持
ニ
依
為
古
跡
任
願
望
之
旨

不
拘
制
禁
之
年
数
随
意
之
結
制
令
恕
宥
之

雖
然
不
混
常
法
幢
片
法
幢
可
致
執
行
之

仍
免
状
如
件

　

元
禄
九
年　
　
　
　
　

龍
穏
寺

　
　

子
正
月
十
六
日　
　
　
　

月
峰
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
中
寺

九
八
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石
牛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
寧
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

縁
岩
（
印
）

　
　
　
　

神
應
寺

　

元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
正
月
に
寺
領
百
二
十
石
の
朱
印
地
所
持
の
古
跡
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
関
東
僧
録
で
あ
る
関
三
刹
か
ら
、
常
法
幢
・
片
法
幢
で
は
な
い
が

先
は
随
意
結
制
が
許
可
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
本
寺
の
正
眼
寺
に
宛
て
た

廓
翁
の
書
状
が
あ
る
⑼
。
廓
翁
は
こ
の
本
文
を
書
き
写
し
、
同
年
六
月
に
本
寺
で

あ
る
尾
張
の
正
眼
寺
に
使
僧
を
送
り
伝
え
て
い
る
。
こ
の
使
僧
は
二
十
年
来
衆
寮

で
修
行
し
、
当
冬
に
行
う
予
定
の
結
制
に
首
座
職
を
任
す
賢
哲
の
者
で
あ
る
と
い

う
。
本
寺
に
対
し
て
彼
の
弁
舌
を
披
露
し
、
結
制
の
準
備
を
託
し
遣
わ
さ
れ
た
。

神
應
寺
に
は
建
法
幢
に
あ
た
っ
て
、
末
寺
と
と
も
に
寺
の
儀
式
を
支
え
る
多
く
の

優
秀
な
常
住
僧
の
存
在
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

元
禄
十
二
年
四
月
三
日
関
東
三
箇
寺
宛
て
に
常
法
幢
地
の
願
書
が
だ
さ
れ
た

⑽
。
神
應
寺
の
霊
跡
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、「
由
緒
之
檀
越
神
原
内
匠
添
状
ニ
申

上
候
通
、
御
免
許
被
仰
付
候
ハ
ヽ
、
永
々
無
断
絶
法
幢
執
行
之
祠
堂
施
入
可
仕
与

申
候
ニ
付
、」
と
、
石
清
水
の
神
人
の
な
か
で
も
有
力
檀
越
で
あ
る
神
原
内
匠
の

添
え
状
で
祠
堂
金
を
施
入
す
る
と
い
う
。
そ
し
て
次
に
掲
げ
る
い

−

16
で
常
法
幢

地
と
し
て
の
定
め
が
出
さ
れ
た
。

　
　
　

定

一
九
旬
之
結
衆
五
拾
人
之
事

一
首
座
導
儀
三
拾
人
之
事

一
首
座
出
金
五
両
之
事

　
　

右
之
条
々
堅
相
守
夏
冬
結
制
無
怠
慢

　
　

如
法
可
執
行
之
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
穏
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

印
珊
（
印
）

元
禄
十
二
己
卯
年
四
月
十
九
日　
　

大
中
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
牛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
寧
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

縁
岩
（
印
）

　
　
　
　
　
　

山
城
州
八
幡

　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
應
禅
寺

　

元
禄
十
二
年
四
月
十
九
日
常
法
幢
地
に
は
、
毎
年
夏
冬
二
度
安
居
の
期
間
九
十

日
、
五
十
人
が
結
集
、
修
行
者
を
率
い
て
首
座
の
僧
階
に
あ
る
者
三
十
人
を
揃
え
、

首
座
に
五
両
を
用
意
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
常
法
幢
許
可
に
は
、
結
制

を
指
導
で
き
る
首
座
と
安
定
的
な
費
用
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

　

次
の
い

−

17
の
よ
う
に
同
年
六
月
四
日
に
永
平
寺
の
免
翰
が
出
さ
れ
た
。

這
回
神
應
禅
寺
常
結
制
願
従

関
東
三
箇
寺
奉
窺

公
儀
趣
訴
與
来
寔
神
應
禅
寺
者

為
古
跡
并
衆
僧
所
聚
会
之

九
九

近
世
石
清
水
八
幡
宮
領
内
の
禅
宗
寺
院
の
活
動
　
― 

神
應
寺
追
補
資
料
を
中
心
に 

―



叢
林
因
茲
許
可
夏
冬
常
恒

結
制
自
今
以
後
可
守
永
平

四
威
儀
規
矩
以
定
衆
法
数

仍
免
翰
若
件

元
禄
十
二
年　
　
　
　
　
　

永
平
寺

　

己
卯
六
月
四
日　
　
　
　
　

本
祝
（
印
）

　
　
　

城
州
八
幡

　

贈　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
應
禅
寺

　

曹
洞
宗
関
東
僧
録
で
あ
る
三
刹
が
取
調
べ
公
儀
へ
窺
い
の
う
え
で
、
大
本
山
永

平
寺
三
六
世
融
峰
本
祝
（
一
六
一
八
〜
一
六
九
九
）
に
よ
り
、
常
法
幢
地
の
免
翰

が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
以
降
元
禄
十
三
年
か
ら
宝
永
二
年
に
諸
国
托
鉢
勧
化
許
可
の

願
書
⑾
が
六
通
あ
る
。
廓
翁
は
多
く
の
修
行
者
を
抱
え
る
常
法
幢
地
の
寺
格
を
維

持
す
る
た
め
に
諸
国
を
奔
走
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
　
　
（
三
）
東
皐
心
越
の
楊
柳
観
音
図

　

神
應
寺
に
は
三
枚
の
版
木
が
残
さ
れ
て
い
る
。ひ
と
つ
は
寺
へ
寄
進
を
募
る「
大

般
若
経
奉
加
帳
」
一
枚
に
、
神
應
寺
の
由
緒
と
不
動
尊
は
安
居
頭
人
が
精
進
潔
斎

す
る
霊
地
で
あ
る
こ
と
を
記
し
た
「
大
般
若
奉
加
帳
之
序
」
一
枚
で
あ
る
。
不
動

尊
は
弘
法
大
師
か
或
い
は
行
教
の
自
作
の
像
と
言
う
、こ
の
不
動
尊
前
に
毎
年
正
・

五
・
九
月
大
般
若
経
を
転
読
す
る
天
下
安
全
の
祈
祷
は
、
明
応
年
中
よ
り
行
わ
れ

て
い
る
が
、
数
百
年
を
へ
て
大
破
、
大
般
若
施
入
の
た
め
に
浄
財
を
募
る
と
あ
る
。

版
木
の
欠
損
が
甚
だ
し
い
が
、
末
尾
に
は
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
七
月
十
八
日

現
住
廓
翁
と
印
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
嗣
法
の
翌
年
に
廓
翁
は
寺
の
経
営
に
着
手
し

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
の
願
書
⑿
で
は
、「
自
力
托
鉢
巡

行
仕
其
村
々
庄
屋
江
托
鉢
帳
面
相
渡
シ
置
候
得
共
、
相
対
之
儀
故
尓
今
放
捨
物
之

沙
汰
も
無
御
座
」
と
あ
り
、
托
鉢
に
回
っ
た
村
の
庄
屋
に
託
し
て
帳
面
を
渡
し
置

い
て
も
志
納
金
は
容
易
に
は
集
ま
ら
な
か
っ
た
。

　

も
う
一
枚
の
版
木
い

−

12
の
東
皐
心
越
の
楊
柳
観
音
図
は
、
奉
加
帳
と
共
に
托

鉢
等
の
時
に
配
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
東
皐
心
越
（
一
六
三
九
〜

一
六
九
五
）
に
つ
い
て
、
述
べ
て
お
こ
う
⒀
。

　

皐
は
別
号
、心
越
は
字
、法
諱
は
興
儔（
こ
う
ち
ゅ
う
）。
正
し
く
は
、心
越
興
儔
、

東
皐
興
儔
と
称
す
べ
き
で
あ
る
が
、
自
賛
に
は
、
東
皐
心
越
杜
多
・
東
皐
越
杜
多
・

東
皐
杜
多
儔
、
東
皐
山
樵
越
な
ど
が
あ
る
。
一
般
に
東
皐
心
越
と
呼
ぶ
。
東
皐
・

樵
雲
・
越
道
人
な
ど
と
自
称
す
る
。

　

中
国
明
の
崇
禎
十
二
年
（
一
六
三
九
）
杭
州
金
華
府
浦
陽
（
浙
江
省
）
に
生
ま

れ
る
。
俗
姓
父
は
蒋
氏
、
母
は
陳
氏
。
八
才
で
仏
門
に
入
り
、
二
十
才
で
寿
昌
寺

に
参
禅
す
る
。
翠
微
寺
の
濶
堂
大
文
に
師
事
し
法
嗣
と
な
る
。
明
朝
滅
亡
に
よ
り

三
二
才
で
杭
州
永
福
寺
に
隠
棲
し
た
。
明
末
の
兵
火
を
避
け
、
長
崎
興
福
寺
の
明

僧
澄
一
道
亮
（
ち
ん
い
ど
う
り
ょ
う
）
に
招
か
れ
、
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
長

崎
港
に
着
く
。
入
府
許
可
を
得
る
た
め
、
大
坂
か
ら
京
へ
と
東
上
し
布
教
活
動
に

入
る
が
、
異
宗
派
僧
侶
の
反
対
に
よ
り
、
長
崎
に
戻
さ
れ
幽
閉
さ
れ
る
。
天
和
元

年
（
一
六
八
一
）
中
国
語
が
堪
能
な
今
井
小
四
郎
弘
済
が
水
戸
の
徳
川
光
圀
に
働

き
か
け
、
小
石
川
の
水
戸
家
の
別
荘
に
難
を
逃
れ
る
。
光
圀
の
帰
依
を
受
け
て
、

元
和
三
年
（
一
六
八
三
）
水
戸
天
徳
寺
（
後
に
祇
園
寺
と
改
称
）
に
招
か
れ
る
。

元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
五
七
才
で
示
寂
す
る
。
墓
は
、
水
戸
の
寿
昌
山
祇
園
寺

一
〇
〇
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に
あ
る
。

　

東
皐
は
、
広
く
文
芸
を
好
み
、
吟
詩
作
賦
を
行
う
詩
才
豊
か
な
学
僧
で
あ
っ
た
。

書
画
に
優
れ
、
楷
書
・
草
書
・
篆
書
な
ど
の
様
々
な
作
品
を
残
し
て
い
る
。
特
に

篆
刻
は
、
我
が
国
の
篆
刻
技
法
の
開
祖
と
評
さ
れ
る
。
文
人
趣
味
的
な
絵
画
も
能

く
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
ま
た
来
朝
の
際
に
持
参
し
た
七
弦
琴
に
も
才
能
を
発
揮

し
、
琴
の
楽
譜
『
東
皐
琴
譜
』
を
著
し
て
い
る
。

　

神
應
寺
の
「
楊
柳
観
音
図
」
は
、「
東
皐
比
丘
越
杜
多
拝
写
」
と
あ
り
、
白
文

方
印
に
は
「
樵
雲
」
と
判
読
で
き
る
こ
と
か
ら
、
東
皐
の
着
讃
で
あ
る
が
、
絵
を

能
く
し
た
東
皐
に
あ
っ
て
は
、
本
図
の
観
音
図
も
東
皐
自
筆
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

東
皐
は
来
朝
間
も
な
い
延
宝
八
年
頃
か
大
坂
か
ら
京
へ
上
る
途
次
、
船
中
で
八

幡
山
を
詩
に
詠
じ
つ
つ
、
宇
治
へ
立
ち
寄
っ
て
い
る
。
曹
洞
宗
復
古
運
動
の
中
心

で
あ
る
宇
治
興
聖
寺
の
梅
峰
竺
信
（
一
六
三
三
〜
一
七
〇
七
）
や
黄
檗
山
万
福
寺

の
木
庵
性
瑫
（
一
六
一
一
〜
一
六
八
四
）
ら
と
会
見
す
る
た
め
で
あ
る
。
曹
洞
宗

復
古
運
動
の
先
鞭
を
つ
け
た
と
い
わ
れ
る
独
庵
玄
光
（
一
六
三
〇
〜
一
六
九
八
）

に
は
、元
和
二
年
（
一
六
八
二
）
十
月
に
小
石
川
の
水
戸
家
別
墅
に
相
見
す
る
⒁
。

詩
偈
の
応
酬
以
外
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
交
渉
は
見
ら
れ
な
い
。
文
芸
を

好
む
温
和
な
人
と
な
り
の
東
皐
に
対
し
て
、
交
遊
を
求
め
て
諸
大
名
か
ら
多
く
の

人
が
参
集
し
た
と
い
わ
れ
る
。

　

い
っ
ぽ
う
独
庵
は
河
内
の
経
寺
山
竜
光
寺
に
錫
を
置
き
、
近
国
を
遊
歴
し
て
い

た
。
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
神
應
寺
本
堂
や
書
院
等
の
扁
額
を
揮
毫
⒂
し
、
当

地
で
護
法
の
理
念
を
語
っ
た
こ
と
は
、
当
寺
に
残
る
典
籍
類
に
独
庵
著
作
の
語
録

集
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
推
測
で
き
る
。
自
戒
を
堅
持
し
孤
独
の
修
行
者
で
あ
っ

た
独
庵
に
た
い
し
て
、
風
雅
を
好
む
東
皐
と
は
些
か
そ
の
性
格
を
異
に
す
る
。
東

皐
と
当
寺
住
職
の
廓
翁
鉤
然
と
の
直
接
の
接
点
を
示
す
史
料
は
見
い
だ
せ
な
い
た

め
、
独
庵
を
介
し
て
、
こ
の
東
皐
の
楊
柳
観
音
が
神
應
寺
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
し

て
お
く
。
当
寺
復
興
に
情
熱
を
傾
け
て
い
た
十
九
世
の
廓
翁
に
よ
っ
て
、
木
版
画

を
作
成
し
、
諸
国
勧
進
か
、
或
い
は
大
般
若
転
読
会
に
あ
わ
せ
て
庶
人
に
配
布
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
水
戸
の
那
珂
町
東
木
倉
に
清
水
寺
が
建
立
さ
れ
た
。

徳
川
光
圀
開
基
、
開
山
は
東
皐
で
あ
る
。
来
朝
時
に
杭
州
の
永
福
寺
よ
り
持
参
し

た
「
白
衣
観
音
像
」
を
本
尊
に
安
置
し
た
。
惜
し
く
も
大
正
十
五
年
正
月
本
堂
が

火
災
で
焼
失
、
尊
像
の
姿
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
東
皐
持
参
の
観
音
像
は
、

こ
の
神
應
寺
の
木
版
画
楊
柳
観
音
に
思
い
描
く
他
な
い
。

　

元
禄
五
年
に
落
成
し
た
神
應
寺
の
鐘
楼
の
棟
札
は
、
風
雨
に
曝
さ
れ
、
墨
痕
の

み
が
僅
か
に
盛
り
上
が
る
が
、廓
翁
鉤
然
が
敬
書
し
た
と
読
み
取
れ
る
。
書
体
は
、

篆
書
を
取
り
混
ぜ
た
独
特
の
書
体
で
あ
る
。
東
皐
が
書
家
と
し
て
篆
書
・
隷
書
を

自
在
に
書
き
分
け
ら
れ
る
名
手
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
東
皐
の
観
音
図
讃
に
影
響
さ

れ
た
棟
札
銘
と
考
え
た
い
。

　
　
　
（
四
）
廓
翁
よ
る
什
物
の
充
実

　

常
憲
院
綱
吉
の
代
に
常
法
幢
許
可
さ
れ
、
寺
社
奉
行
よ
り
江
戸
大
坂
京
堺
等
の

町
々
へ
勧
化
が
許
さ
れ
た
。
そ
の
折
に
「
当
寺
儀
者
元
禄
年
間
従
常
憲
院
様
御
召

之
御
羽
織
唐
織
錦
等
二
而
御
仕
立
直
し
環
付
ニ
被
遊
掛
絡
二
領
、
又
従
御
台
様
同
一

領
常
住
着
用
可
仕
之
御
旨
ヲ
以
当
寺
十
九
代
廓
翁
江
拝
領
仕
候
」
⒃
と
あ
り
、
将

軍
綱
吉
が
着
用
し
た
唐
織
の
羽
織
を
掛
絡
に
仕
立
直
し
て
環
を
付
け
た
も
の
二
領

と
、
同
じ
く
御
台
所
か
ら
の
一
領
を
廓
翁
が
拝
領
し
た
。
代
々
将
軍
家
の
祈
祷
巻

一
〇
一

近
世
石
清
水
八
幡
宮
領
内
の
禅
宗
寺
院
の
活
動
　
― 

神
應
寺
追
補
資
料
を
中
心
に 

―



数
の
献
上
や
朱
印
改
め
の
節
な
ど
に
着
用
し
、
寺
格
を
大
い
に
あ
げ
て
い
た
と
い

う
。「
常
憲
院
殿
拝
領
掛
絡
図
書
」
⒄
に
よ
っ
て
、
こ
の
掛
絡
が
当
寺
に
残
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
【
図
1
】（
一
二
四
頁
）。
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
四

月
神
應
寺
三
八
世
道
山
慧
雲
が
拝
領
の
袈
裟
三
領
を
採
寸
し
彩
色
模
写
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
現
在
神
應
寺
に
残
る
朱
色
の
蜀
紅
錦
の
五
条
衣
二
領

（
1
．紅
地
唐
織
蜀
江
錦
文
・
2
．赤
地
金
襴
文
蜀
江
形
）
が
綱
吉
の
羽
織
で
、
破

損
が
著
し
い
が
、
3
．黒
地
広
東
緞
子
文
輪
形
大
小
菊
紋
等
が
御
台
所
か
ら
の
も

の
で
あ
る
。「
掛
絡
図
書
」
の
末
尾
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

外
篚
惣
黒
漆
塗
内
金
紙
張　

内
法
外
一
尺
二
寸
五
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
七
寸
五
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
四
寸
五
分

　
　
　
　

外
題　

金
粉　

不
動
尊
厨
子

　
　
　
　

葵
御
紋　
　
　

戸
帳　

壱
張

　
　
　
　

径
三
寸　
　
　

掛
絡　

参
懸

　

惣
漆
塗
り
の
篚
（
箱
）
に
は
内
側
に
は
金
紙
張
り
で
寸
法
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

外
題
に
は
直
径
三
寸
の
葵
の
御
紋
に
、
将
軍
家
拝
領
の
三
領
の
掛
絡
と
不
動
尊
厨

子
に
掛
け
る
戸
帳
一
張
が
収
納
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
金
字
で
記
さ
れ
て
い
た
。
こ

の
箱
は
神
應
寺
に
は
現
存
し
な
い
が
、
こ
の
戸
帳
は
、【
図
1
】
4
．不
動
尊
厨
子

戸
帳
に
あ
た
り
、
こ
れ
を
掛
け
て
不
動
堂
で
の
祈
祷
が
行
わ
れ
て
い
た
。「
鎮
守

谷
不
動
堂
ニ
お
ゐ
て
毎
年
正
五
九
月
十
六
日
末
寺
不
残
召
集
、
大
般
若
経
を
転
読

執
行
仕
、
奉
祈
天
下
安
全
御
武
運
長
久
、
依
寺
例
御
札
者
差
上
不
申
候
」
⒅
と
あ

り
、
神
應
寺
の
奥
の
院
で
あ
る
谷
不
動
堂
で
毎
年
正
月
・
五
月
・
九
月
の
三
度
の

十
六
日
に
末
寺
も
残
ら
ず
参
集
し
て
大
般
若
経
を
転
読
し
、
天
下
安
全
武
運
長
久

の
祈
祷
を
勤
行
し
て
い
た
。「
御
代
々
様
御
厄
年
并
御
本
卦
之
御
祈
祷
右
不
動
堂
ニ

お
い
て
奉
御
祈
念
候
御
札
御
所
司
代
様
迄
献
上
仕
来
候
」
⒆
、
代
々
の
将
軍
の
厄

年
と
生
れ
年
の
干
支
で
あ
る
本
卦
に
は
、
不
動
堂
で
祈
祷
し
た
御
札
を
所
司
代
ま

で
献
上
し
て
い
た
。

　

ま
た
将
軍
家
拝
領
の
裂
は
、「
八
幡
大
菩
薩
篝
火
御
影
」
の
表
装
に
も
利
用
さ

れ
て
い
る
と
い
う
。
箱
の
銘
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
⒇
。

菩
薩
篝
火
真
影
本
行
教
院
宮
本
坊
所
蔵
也
、

前
坊
主
貞
陸
法
印
写
之
、
福
世
如
今
興
余
余
乃
修
飾

乃
以
蔵
杉
山
神
應
禅
寺
永
鎮
山
門
蓋
修
飾
之
具
者

征
夷
大
将
軍
御
台
所
蔵
当
山
法
被
水
引
之
余
也

宝
永
二
乙
酉
正
月
初
七
日　

神
應
第
九
世
然
廓
翁
自
手
誌

　

こ
の
銘
文
を
「
男
山
考
古
録
」
㉑
の
記
述
と
合
わ
せ
て
解
釈
す
る
と
、
八
幡
大

菩
薩
の
真
影
は
、
男
山
の
宿
坊
の
ひ
と
つ
宮
本
坊
に
あ
り
、
宮
本
坊
の
前
住
職
で

あ
ろ
う
か
貞
陸
法
印
が
写
し
、
こ
の
掛
軸
は
敵
国
降
伏
祈
祷
の
時
に
掛
け
る
と
い

う
。
将
軍
と
御
台
所
か
ら
拝
領
し
た
法
被
・
水
引
の
余
り
裂
で
表
装
し
、
宝
永
二

年
（
一
七
〇
五
）
正
月
七
日
に
廓
翁
が
当
寺
の
什
物
と
し
た
の
で
あ
る
。
石
清
水

八
幡
宮
で
は
二
〇
〇
七
年
若
宮
殿
社
内
の
厨
子
か
ら
発
見
さ
れ
た
旧
大
乗
院
の
遺

宝
群
中
に
、
新
出
の
曼
陀
羅
図
が
あ
っ
た
。
篝
火
の
前
で
剣
を
持
っ
た
八
幡
大
菩

薩
が
、
武
神
で
あ
ろ
う
か
甲
冑
を
身
に
つ
け
た
異
形
の
八
名
を
従
え
る
。
名
称
す

一
〇
二
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ら
不
明
で
あ
っ
た
が
、
神
應
寺
の
図
様
と
等
し
く
、
廓
翁
の
箱
書
き
よ
っ
て
、
こ

の
曼
陀
羅
図
が
「
八
幡
大
菩
薩
篝
火
御
影
」
と
判
明
し
た
。

　

ち
な
み
に
本
図
と
同
じ
図
像
が
香
川
県
さ
ぬ
き
市
長
福
寺
に
あ
る
。
市
の
指
定

文
化
財
で
も
あ
る
「
絹
本
著
色
僧
形
八
幡
庭
燎
之
図
」
は
、
石
清
尾
八
幡
宮
の
本

図
の
御
影
を
高
松
藩
藩
主
松
平
頼
重
が
鶴
州
に
命
じ
て
模
写
さ
せ
た
も
の
と
い

う
㉒
。

　

宮
本
坊
は
行
教
の
住
坊
ゆ
え
に
行
教
院
と
も
称
し
、
行
教
の
墓
所
が
あ
る
当
寺

に
は
、
行
教
和
尚
肖
像
画
が
同
年
孟
夏
四
月
中
旬
に
廓
翁
に
よ
り
設
置
さ
れ
て
い

る
。
廓
翁
は
石
清
水
神
領
内
に
あ
っ
て
行
教
ゆ
か
り
の
寺
と
し
て
武
家
の
祈
祷
に

相
応
し
い
什
物
の
充
実
に
努
め
て
い
た
。

　
　

三
、
神
應
寺
の
重
宝
管
理

　
　
　
（
一
）
神
應
寺
の
御
朱
印
笈

　

廓
翁
の
晩
年
の
事
業
は
、
寺
宝
の
維
持
管
理
で
あ
っ
た
。「
神
應
禅
寺
田
地
年

税
簿
之
笥
」
の
木
箱
は
、
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
十
二
月
に
廓
翁
が
改
め
「
御

朱
印
之
田
地
者
当
寺
第
一
之
常
住
々
々
物
也
、
然
其
帳
面
乱
雑
間
多
故
、
今
正
之

以
令
帰
其
至
当
者
也
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
朱
印
地
は
当
寺
の
第
一
の
共
有
財

産
で
あ
る
が
、
乱
雑
な
帳
面
を
正
し
て
整
理
し
た
と
い
う
。
こ
の
時
「
杉
山
知
行

年
貢
水
帳
」で
本
寺
分
の
年
貢
納
帳
と
末
庵
配
分
の
石
髙
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

　

現
在
書
院
の
違
い
棚
下
に
「
御
朱
印
笈
」【
図
2
】
が
置
か
れ
て
い
る
。
笈
の

底
板
に
は
廓
翁
が
記
し
た
墨
書
が
あ
る
。
御
朱
印
は
当
寺
第
一
の
什
物
で
あ
り
、

火
急
の
災
難
に
備
え
て
宝
永
四
年
四
月
に
金
十
両
を
費
や
し
て
つ
く
ら
れ
た
。
ま

た
笈
の
天
板
裏
貼
紙
に
は
、
秀
吉
・
家
康
朱
印
状
だ
け
で
な
く
永
平
寺
の
免
翰
や

祠
堂
田
、
田
畑
水
帳
、
百
姓
や
宗
徳
庵
と
の
一
件
書
付
に
加
え
て
先
述
し
た
八
幡

大
菩
薩
篝
火
御
影
や
行
教
和
尚
の
画
幅
等
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
文
政
八
年

（
一
七
九
六
）
三
五
世
尊
應
教
道
の
代
に
持
ち
出
す
べ
き
重
宝
が
一
覧
さ
れ
て
い

る
。
御
朱
印
笈
は
後
代
に
も
引
き
継
が
れ
、
御
朱
印
だ
け
で
な
く
重
宝
や
重
要
書

類
の
避
難
用
具
で
あ
っ
た
。

　

笈
に
は
皮
革
製
の
覆
【
図
3
】（
一
二
六
頁
）
が
あ
る
。
四
隅
が
補
強
さ
れ
、

全
体
が
黒
漆
塗
の
防
水
加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
。『
守
貞
謾
稿
』
㉓
の
サ
ン
ト
メ

革
は
「
黒
を
専
ら
と
す
。
烟
草
・
紙
入
等
に
こ
れ
を
用
ふ
。
弘
化
以
来
、
特
に
流

布
と
す
。
し
か
る
に
こ
れ
を
用
ふ
る
人
多
く
、
舶
来
少
な
き
を
も
っ
て
今
も
こ
れ

を
賞
す
れ
ど
も
、
は
な
は
だ
乏
絶
に
至
り
高
価
な
り
」
と
あ
る
。
現
在
姫
路
の
特

産
で
、
黒
桟
留
と
い
う
皴
目
の
あ
る
漆
塗
加
工
し
た
皮
革
が
あ
る
。
鞣
し
技
術
と

漆
塗
り
を
融
合
さ
せ
、
時
間
を
か
け
て
漆
を
塗
り
重
ね
、
漆
が
は
が
れ
に
く
い
高

級
皮
革
で
あ
る
㉒
。
神
應
寺
の
革
覆
に
は
、
皴
目
が
あ
り
、
サ
ン
ト
メ
特
有
の
も

の
か
、
或
い
は
型
押
し
で
あ
る
か
な
ど
の
判
別
は
難
し
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
本

来
の
舶
来
品
と
は
考
え
に
く
く
、
一
般
に
流
通
し
た
牛
革
製
品
と
考
え
る
。
覆
付

の
笈
は
、
什
物
を
災
害
か
ら
救
済
し
、
朱
印
状
等
を
水
損
等
か
ら
保
護
す
る
た
め

に
誂
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
（
二
）
禅
宗
五
箇
寺
の
朱
印
改
め

　

朱
印
状
な
ど
が
火
災
時
の
救
済
が
笈
に
よ
っ
て
図
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
大

切
に
保
管
さ
れ
て
い
た
朱
印
状
の
継
目
安
堵
の
朱
印
改
め
に
つ
い
て
み
て
い
こ

う
。

　

石
清
水
の
朱
印
状
管
理
は
、
山
下
神
人
に
つ
い
て
は
す
で
に
提
示
さ
れ
て
い
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る
㉔
が
、
本
資
料
群
の
い

−

1
《
史
料
一
》
は
組
寺
と
し
て
朱
印
改
め
に
は
じ
め

て
参
府
し
た
全
昌
寺
の
記
録
で
、
先
例
と
し
て
書
き
写
さ
れ
て
い
る
。

　

組
寺
の
朱
印
状
は
、
順
に
一
年
交
代
で
預
か
り
、
年
預
交
代
の
時
に
は
五
箇
寺

が
集
ま
り
会
席
の
料
理
は
一
汁
三
菜
で
あ
る
。
朱
印
改
め
に
江
戸
へ
向
か
う
の
は

そ
の
時
に
年
預
の
寺
が
あ
た
る
。
参
府
の
費
用
は
、
毎
回
組
仲
間
で
相
談
し
、
石

高
に
掛
け
銀
し
て
換
算
さ
れ
る
。
常
憲
院
綱
吉
へ
の
代
替
り
の
貞
享
元
年
七
月

十
六
日
に
参
府
し
た
の
は
神
應
寺
で
あ
っ
た
。五
箇
寺
の
総
石
高
は
二
四
〇
石
で
、

石
に
つ
き
三
匁
の
掛
け
銀
で
換
算
す
る
と
七
二
〇
石
、
全
体
で
八
二
七
匁
余
り
を

集
め
支
出
に
充
て
ら
れ
た
。
江
戸
か
ら
帰
郷
の
後
、
次
代
の
新
た
な
朱
印
状
は
貞

享
三
年
四
月
に
京
都
の
西
町
奉
行
井
上
志
摩
守
正
貞
に
よ
り
手
渡
さ
れ
た
。
こ
の

時
も
年
預
の
全
昌
寺
が
上
京
し
て
受
け
取
っ
た
。
上
京
費
用
も
石
高
に
二
分
二
厘

掛
け
で
五
一
匁
五
厘
が
組
寺
で
出
さ
れ
る
。

　

次
に
正
徳
元
年
五
月
の
朱
印
改
め
は
、
年
預
の
神
應
寺
が
参
府
し
た
が
、
上
京

の
記
録
は
な
く
家
宣
・
家
継
の
代
に
は
朱
印
状
は
出
さ
れ
て
い
な
い
。
享
保
二
年

吉
宗
代
は
全
昌
寺
、
延
享
三
年
家
重
代
に
は
神
應
寺
、
宝
暦
十
一
年
に
は
全
昌
寺

が
参
府
し
、
入
用
銀
を
記
録
し
て
い
る
。
天
明
七
年
当
代
と
あ
り
、
こ
こ
ま
で
は

神
應
寺
日
山
海
東
住
職
の
記
録
の
写
で
あ
る
。

　

天
保
九
年
正
月
、
年
預
の
巣
林
庵
が
公
文
所
上
野
権
大
僧
都
院
秀
を
通
じ
て
当

職
田
中
由
清
に
呼
び
出
さ
れ
、
奥
書
院
で
朱
印
改
め
の
書
付
を
渡
さ
れ
て
い
る
。

　

江
戸
へ
持
参
す
る
た
め
に
用
意
す
る
の
は
朱
印
状
の
原
本
一
通
と
写
三
通
で
あ

る
。
本
文
は
原
本
通
り
の
行
数
、
一
行
あ
た
り
の
文
字
数
に
改
行
や
日
付
け
・
朱

印
の
位
置
ま
で
忠
実
に
写
し
、
こ
れ
ま
で
発
給
さ
れ
た
代
々
の
朱
印
状
の
通
数
分

の
写
を
作
成
す
る
㉕
。
こ
こ
ま
で
は
各
地
の
朱
印
改
め
の
事
例
と
同
様
で
寺
社
奉

行
の
要
求
す
る
写
で
あ
る
。
い

−

1
で
は
本
紙
・
包
紙
と
も
に
小
札
を
貼
る
位
置
、

寸
法
、
糊
付
け
の
仕
方
ま
で
雛
型
で
細
か
な
規
定
が
記
さ
れ
て
い
る
。
写
の
一
通

は
中
奉
書
に
本
文
を
認
め
包
紙
は
小
奉
書
で
、
も
う
二
通
の
写
は
本
文
を
大
直
し

紙
に
書
き
写
し
、包
紙
は
美
濃
紙
で
あ
る
。
写
の
紙
質
も
規
定
し
て
い
る
。
原
本
・

写
と
包
紙
に
も
差
出
の
将
軍
の
院
号
と
宛
所
の
小
札
を
貼
る
。
糊
付
け
す
る
位
置

は
同
じ
で
あ
る
が
、
小
札
の
寸
法
が
相
違
す
る
。
原
本
の
朱
印
状
に
は
長
さ
一
寸

五
分
に
幅
四
分
に
対
し
、
写
は
二
寸
五
分
に
幅
五
分
と
原
本
の
方
が
小
さ
い
。
糊

付
け
の
仕
方
は
、
原
本
に
は
上
部
だ
け
に
糊
付
け
す
る
が
、
写
は
上
下
と
も
糊
付

け
す
る
。
全
体
に
原
本
に
手
を
加
え
る
こ
と
を
憚
り
、
ひ
か
え
目
で
あ
る
。

　

さ
て
、
実
際
に
雛
型
に
沿
っ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
石
清
水
神
領
内

の
朱
印
状
小
札
の
寸
法
を【
朱
印
状
小
札
寸
法
比
較
表
】（
一
〇
五
頁
）に
ま
と
め
、

下
部
に
い

−

1
の
雛
型
の
寸
法
と
比
較
し
た
。
神
應
寺
の
家
斉
朱
印
状
は
、
宛
所

の
禅
宗
五
箇
寺
の
小
札
寸
法
は
、
本
紙
・
包
紙
と
も
に
二
・
九
×
一
・
一
㎝
で
ほ
ぼ

雛
型
通
り
で
あ
る
。
発
給
者
の
大
御
所
・
文
恭
院
の
小
札
寸
法
は
、
七
・
六
×
一
・

五
㎝
で
原
本
の
一
寸
五
分
×
四
分
で
は
な
く
、
写
の
二
寸
五
分
×
五
分
に
相
当
す

る
。
禅
宗
五
箇
寺
の
朱
印
状
は
、
雛
型
の
原
本
と
写
の
寸
法
を
混
用
し
て
い
る
。

　

で
は
他
の
朱
印
状
と
比
較
し
よ
う
。
橋
本
に
あ
る
西
遊
寺
は
、
五
石
三
斗
の
朱

印
地
を
所
持
し
、
浄
土
宗
三
十
六
ケ
寺
組
の
内
で
あ
る
㉖
。
五
座
組
と
は
、
獅
子

太
夫
・
童
子
・
宮
鍛
冶
・
宮
大
工
・
畳
刺
で
宮
大
工
の
長
濵
家
に
伝
来
し
た
朱
印

状
で
あ
る
㉗
。
西
遊
寺
・
長
濵
家
い
ず
れ
も
多
少
大
き
め
の
写
の
小
札
寸
法
が
混

じ
る
が
、
概
ね
雛
型
に
従
っ
て
い
る
。
他
姓
座
・
六
位
・
大
禰
宜
・
小
祢
宜
の
四

座
神
人
に
対
し
て
天
保
九
年
と
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
の
朱
印
改
め
で
、
同
様

の
雛
型
の
書
付
が
社
務
当
職
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
㉘
こ
と
か
ら
、
石
清
水
神
領
内

一
〇
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の
朱
印
改
め
で
は
、
原
本
・
写
に
貼
付
す
る
小
札
の
寸
法
ま
で
規
定
す
る
の
で
あ

る
。

　

石
清
水
神
領
内
に
は
、
慶
長
五
年
徳
川
家
康
朱
印
状
が
三
六
一
通
、
元
和
三
年

秀
忠
、
寛
永
十
三
年
家
光
朱
印
状
が
共
に
一
八
四
通
で
あ
る
。
寛
文
五
年
家
綱
以

降
は
三
三
通
に
ま
と
め
ら
れ
、
四
代
家
綱
か
ら
天
保
九
年
大
御
所
家
斉
ま
で
六
代

分
の
領
知
朱
印
状
は
、
一
九
八
通
と
な
る
。
焼
失
・
紛
失
分
を
差
引
い
た
と
し
て

も
神
領
全
体
で
朱
印
状
原
本
は
九
百
通
程
で
、
こ
れ
ら
に
写
を
各
三
通
作
成
す
る

の
で
あ
る
。
大
量
の
朱
印
状
を
滞
り
な
く
朱
印
改
め
を
済
ま
す
た
め
に
、
小
札
ま

で
細
か
に
統
一
し
た
規
格
で
管
理
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
た
写
を
作
成
す
る
用

紙
は
、
事
前
に
郷
役
所
の
正
明
寺
で
渡
さ
れ
る
。
安
政
六
年
に
は
日
時
が
迫
っ
て

い
る
た
め
に
、
社
務
家
で
写
と
小
札
の
用
紙
ま
で
準
備
し
て
配
布
し
、
神
領
全
体

の
統
一
様
式
に
努
め
て
い
る
。

　

写
の
通
数
が
作
成
で
き
る
と
、
伴
僧
家
来
を
と
も
な
い
二
月
四
日
朝
に
社
務
屋

敷
に
出
頭
す
る
。
役
人
の
森
本
若
狭
が
奥
書
院
へ
案
内
し
、
社
務
の
確
認
が
行
わ

れ
る
。
社
務
検
校
僧
正
田
中
由
清
が
上
の
間
の
白
机
前
に
座
し
、
神
主
の
紀
大
隅

守
が
敷
居
際
に
控
え
、
公
文
所
院
秀
と
兼
官
片
岡
長
門
が
朱
印
の
机
の
左
横
に
控

え
る
。
右
側
の
役
人
福
田
が
朱
印
状
を
読
み
上
げ
、
田
中
検
校
が
朱
印
本
紙
を
見

て
確
認
す
る
。
神
領
内
の
朱
印
状
す
べ
て
の
確
認
作
業
は
、
長
時
間
に
及
ぶ
。
安

政
六
年
の
記
録
で
は
七
月
二
十
六
日
に
所
司
・
山
上
坊
・
律
家
・
正
法
寺
を
は
じ

め
禅
宗
五
箇
寺
が
確
認
を
行
い
、
二
十
七
日
卯
の
上
刻
か
ら
十
四
番
目
の
日
蓮
宗

三
ケ
寺
が
済
ん
だ
と
こ
ろ
で
日
没
と
な
り
翌
二
十
八
日
に
繰
り
越
さ
れ
た
。
三
日

間
に
わ
た
っ
て
神
領
内
の
朱
印
状
の
確
認
作
業
が
行
わ
れ
る
。

　

江
戸
出
立
前
に
朱
印
状
は
禅
宗
五
箇
寺
の
朱
印
箱
に
収
納
し
、
郷
役
所
の
正
明

【朱印状小札寸法比較表】
本紙 包紙

所蔵者 朱印状宛所 朱印状発給者 発給者小札寸法 宛所小札寸法 発給者小札寸法 宛所小札寸法

神応寺 禅宗五箇寺 
綱吉 5.3 × 1.3 4.6 × 1.5 ― ―
家治 6.7 × 1.6 4.6 × 1.5 ― ―
家斉 7.6 × 1.5 2.9 × 1.1 7.5 × 1.5 2.9 × 1.1

西遊寺 浄土宗三十六ケ寺

家綱 3.4 × 1.5 4.4 × 1.6 ― 4.4 × 1.5
綱吉 3.4 × 1.5 5.2 × 1.5 4.5 × 1.5 4.0 × 1.4
吉宗 4.5 × 1.5 5.2 × 1.4 4.5 × 1.4 3.9 × 1.5
家重 4.7 × 1.2 5.2 × 1.2 4.6 × 1.2 3.1 × 1.3
家治 4.6 × 1.2 4.6 × 1.5 ― 3.0 × 1.3
家斉 4.6 × 1.2 3.0 × 1.2 ― 4.9 × 1.9
家慶 4.4 × 1.2 4.8 × 1.5 4.4 × 1.2 4.7 × 1.5
家定 ― 5.8 × 1.4 4.4 × 1.2 4.4 × 1.2
家茂 ― 4.9 × 1.4 4.5 × 1.1 2.9 × 1.1

長濵家 五座組

家綱 ― ― 4.5 × 1.2 3.4 × 1.3
綱吉 ― ― 4.3 × 1.2 2.6 × 1.6
吉宗 4.5 × 1.5 2.3 × 1.5 ― 2.9 × 1.3
家重 4.7 × 1.3 2.8 × 1.2 4.7 × 1.3 2.9 × 1.2
家治 4.8 × 1.4 3.1 × 1.4 4.7 × 1.3 3.1 × 1.2
家斉 4.4 × 1.3 2.7 × 1.3 4.8 × 1.2 3.0 × 1.3
家慶 4.6 × 1.3 4.7 × 1.3 4.7 × 1.2 4.2 × 1.3
家定 4.4 × 1.2 4.4 × 1.5 4.4 × 1.1 2.8 × 1.1
家茂 ― 4.9 × 1.3 ― 4.8 × 1.3

雛型表示寸法 原本 大御所様（家斉） 1 寸 5 分× 4 分 1 寸× 4 分 1 寸 5 分× 4 分 1 寸× 4 分
写 大御所様（家斉） 2 寸 5 分× 5 分 1 寸 5 分× 5 分 2 寸 5 分× 5 分 1 寸 5 分× 5 分

単位㎝

一
〇
五

近
世
石
清
水
八
幡
宮
領
内
の
禅
宗
寺
院
の
活
動
　
― 

神
應
寺
追
補
資
料
を
中
心
に 

―



寺
へ
持
参
す
る
。
郷
当
役
の
能
村
主
計
・
神
原
才
市
・
神
原
タ
ク
ミ
の
三
人
が
立

合
い
、
朱
印
状
の
受
け
取
り
が
渡
さ
れ
る
。
朱
印
状
の
原
本
は
二
一
通
、
奉
書
の

写
二
一
通
と
大
直
し
写
が
四
二
通
で
あ
る
。
朱
印
状
は
、
郷
役
所
が
各
朱
印
箱
に

ま
と
め
て
江
戸
へ
持
参
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
朱
印
箱
は
寺
が
江
戸
へ
持
参

し
て
い
る
。

　
　
　

む
す
び
に
か
え
て

　

元
禄
宝
永
期
の
廓
翁
鉤
然
時
代
に
禅
宗
の
修
行
道
場
と
し
て
は
最
高
位
の
常
法

幢
地
と
な
り
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
境
内
整
備
が
行
わ
れ
、
諸
国
勧
化
の
托
鉢
や

諸
儀
式
な
ど
で
将
軍
家
拝
領
の
袈
裟
等
に
よ
っ
て
、
寺
格
を
大
い
に
あ
げ
た
。
追

補
資
料
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
二
次
資
料
で
の
推
測
が
神
應
寺
の
確
か
な
事
跡
と

な
っ
た
。
廓
翁
の
復
興
運
動
は
、
晩
年
に
は
、
什
宝
や
朱
印
状
の
管
理
に
注
が
れ
、

災
害
時
の
避
難
用
具
と
し
て
御
朱
印
笈
が
設
置
さ
れ
た
。

　

神
應
寺
は
じ
め
禅
宗
五
箇
寺
は
、
朱
印
改
め
な
ど
の
触
書
の
受
取
に
始
ま
り
、

参
府
や
次
代
の
朱
印
状
受
取
り
は
、
そ
の
時
の
年
預
が
当
た
り
、
五
箇
寺
と
し
て

事
務
の
す
べ
て
の
窓
口
に
な
る
。
支
出
や
旅
程
の
記
録
な
ど
も
帳
面
に
認
め
共
有

す
る
。
諸
費
用
は
組
寺
が
相
談
し
て
取
決
め
、
年
預
交
代
の
会
席
は
、
情
報
交
換

の
場
で
も
あ
っ
た
。
住
職
不
在
時
の
朱
印
状
管
理
も
託
さ
れ
て
い
た
。
寛
文
以
降

朱
印
改
め
の
組
寺
仲
間
が
組
織
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
各
地
の
事
例
紹
介
さ
れ
た
朱
印
改
め
で
は
、
寺
社
奉
行
の
命
で
写
の
書

式
は
原
本
通
り
で
、
小
札
で
発
給
者
と
宛
所
が
表
示
さ
れ
る
が
、
石
清
水
に
つ
い

て
は
、
貼
付
位
置
・
小
札
の
寸
法
ま
で
細
部
に
わ
た
っ
て
規
定
し
て
い
た
。
大
量

に
発
給
さ
れ
た
朱
印
状
を
効
率
よ
く
正
確
に
確
認
で
き
る
よ
う
統
一
的
書
式
に
よ

る
朱
印
状
管
理
が
行
わ
れ
て
い
た
。

［
付
記
］　

資
料
所
蔵
者
の
神
應
寺
五
十
世
大
貫
祖
淨
氏
と
御
内
室
大
木
秀
子
氏

に
は
多
年
に
わ
た
り
お
世
話
に
な
っ
た
。
資
料
利
用
に
つ
い
て
は
、
愛
知
学
院

大
学
名
誉
教
授
川
口
高
風
氏
・
愛
知
学
院
大
学
図
書
館
情
報
セ
ン
タ
ー
・
石
清

水
八
幡
宮
・
柏
原
八
幡
宮
宮
司
千
種
正
裕
氏
・
地
域
史
料
研
究
会
や
わ
た
の
方
々

に
、
臼
井
寿
光
氏
に
は
皮
革
製
品
に
つ
い
て
の
ご
助
言
を
賜
っ
た
。
現
地
資
料

調
査
及
び
ス
ケ
ッ
チ
作
成
に
は
、
京
都
府
立
大
学
三
回
生
井
上
泰
良
・
山
内
愛

弓
両
氏
が
あ
た
っ
た
。
お
名
前
を
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
多
く
の
方
々
の
ご
協
力

に
末
筆
な
が
ら
衷
心
よ
り
謝
意
を
表
す
。

【
注
】⑴

八
幡
市
教
育
委
員
会
『
神
応
寺
文
化
財
調
査
報
告
書
』
二
〇
〇
一
年

⑵
井
上
真
美
「
神
応
寺
と
豊
臣
秀
吉
の
朱
印
状
に
つ
い
て
」（
竹
中
友
里
代
・ 

東
昇
編
『
石
清
水
門
前
寺
院
・
南
山
城
地
域
の
古
文
書
―
京
都
府
歴
史
資

料
調
査
―
』
京
都
府
立
大
学
文
化
遺
産
叢
書
第
十
集
、
二
〇
一
六
年
）

⑶
前
掲
⑴
、
第
四
章
第
二
節
71
頁
・
第
六
章
史
料
編 

右
衛
門
佐
供
養
塔
117
頁

⑷
前
掲
⑴
、
第
六
章
史
料
編
【
史
料
三
】
110
頁

⑸
八
幡
市
『
八
幡
市
誌
』
第
二
巻
第
二
章
第
二
節
、
一
九
八
〇
年

⑹
前
掲
⑴
、
第
四
章
第
二
節
68
頁
、
第
六
章
史
料
編
【
史
料
四
】
113
頁

⑺
熊
谷
忠
興「
神
応
寺「
杉
山
住
山
記
」と
高
台
寺
洞
門
世
代
に
つ
い
て
」（『
傘

松
』
679
号
、
二
〇
〇
〇
年
）

一
〇
六

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
四
号



⑻
前
掲
⑴
第
六
章
史
料
編
棟
札
126
〜
136
頁

⑼
正
眼
寺
文
書
、「
山
城
国
八
幡
神
応
寺
随
意
意
向
段
之
定
」
元
禄
九
年
正
月

一
六
日
、
整
理
番
号

2067
号
。「
結
制
再
会
興
行
の
件
に
つ
き
書
状
」
元
禄
九

年
六
月
二
日
、
整
理
番
号

1840
号
（
愛
知
学
院
大
学
図
書
館
情
報
セ
ン
タ
ー

所
蔵
印
影
本
）

⑽
神
応
寺
文
書
123
号
《
史
料
十
一
》
一
二
三
頁

⑾
神
応
寺
文
書
100
・
119
・
120
・
121
・
122
号
・《
史
料
八
》
一
二
二
頁

⑿
前
掲
⑴
、
第
六
章
史
料
編
【
史
料
七
】

⒀
高
橋
秀
栄
「
心
越
興
儔
」（『
国
史
大
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
）。
大
庭
卓
也
「
人

見
竹
洞
と
東
皐
心
越
」（『
語
文
研
究
』八
二
、一
九
九
六
年
）。
永
井
政
之「
東

皐
心
越
と
そ
の
派
下
の
人
々

−

寿
昌
正
統
録
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て

−

」（『
印

度
学
仏
教
学
研
究
』
二
七
、一
九
七
八
年
）。
永
井
政
之
「
東
皐
心
越
研
究

序
説
」。
石
川
力
山
山
・
広
瀬
良
弘
編
『
禅
と
そ
の
歴
史
』
一
九
九
九
年
）。

杉
村
英
治
『
望
郷
の
詩
僧
東
皐
心
越
』
三
樹
書
房
一
九
八
九
年

⒁
永
井
政
之
「
東
皐
心
越
と
日
本
の
禅
者
達
―
独
庵
玄
光
の
場
合
―
」（『
印

度
学
会
仏
教
学
研
究
』
二
八
（
1
）、
一
九
七
九
年
）。
吉
田
道
興
「
独
庵

玄
光
の
嗣
法
観
と
そ
の
背
景
」（
鏡
島
元
隆
『
独
庵
玄
光
と
江
戸
思
潮
』
ぺ

り
か
ん
社
、
一
九
九
五
年
）

⒂
前
掲
⑴ 

、
第
四
章
第
二
節
71
・
72
頁
、

⒃
前
掲
⑴
、
史
料
編
【
史
料
六
】
114
頁

⒄
川
口
高
風「
神
応
寺
蔵
の
掛
絡
に
つ
い
て
」（『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』

五
七
巻
三
号
、
二
〇
一
〇
年
）。
新
出
資
料
と
し
て
二
〇
〇
七
年
十
一
月
新

聞
各
社
で
報
道
さ
れ
て
い
る
。

⒅
前
掲
⑴
、
史
料
編
【
史
料
四
】
113
頁
。
祈
祷
は
有
力
神
人
か
ら
の
依
頼
に

も
応
え
た
。
六
位
禰
宜
の
森
本
家
は
嘉
永
六
年
九
月
、
伊
予
宇
和
島
藩
主

の
側
室
と
な
っ
た
姉
の
病
気
平
癒
の
た
め
に
、
不
動
堂
で
の
大
般
若
経
転

読
祈
祷
を
依
頼
し
、御
札
と
洗
米
を
江
戸
へ
送
っ
て
い
る
。（
森
本
信
徳
「
森

本
家
日
記
」
柏
原
八
幡
宮
宮
司
千
種
正
裕
氏
所
蔵
、
石
清
水
八
幡
宮
が
撮

影
し
た
画
像
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
）

⒆
前
掲
⒅

⒇
前
掲
⑴
、
第
六
章
史
料
編
◎
絵
画
18
八
幡
大
菩
薩
篝
火
御
影
、
117
頁

㉑
長
濵
尚
次
「
男
山
考
古
録
」（
石
清
水
八
幡
宮
『
石
清
水
八
幡
宮
史
料
叢
書
』

一
、一
九
九
四
年
）

㉒
さ
ぬ
き
市
文
化
財
協
会
『
さ
ぬ
き
市
の
文
化
財
』
二
〇
一
二
年

㉓
喜
田
川
守
貞『
守
貞
謾
稿
』後
集
巻
之
四（
宇
佐
美
秀
樹
校
訂『
近
世
風
俗
志
』

五
、
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
二
年
）。
サ
ン
ト
メ
と
は
、
イ
ン
ド
南
東
部
コ
ロ

マ
ン
デ
ル
地
方
の
異
名
で
、
一
般
に
桟
留
は
縞
模
様
の
木
綿
製
品
を
指
す
。

神
応
寺
の
覆
は
、
経
年
に
よ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
鹿
革
よ
り
も
硬
質
な

の
で
牛
馬
革
で
あ
ろ
う
か
。
菖
蒲
革
特
産
地
の
八
幡
で
は
あ
る
が
、
生
産

地
は
不
明
で
あ
る
。

㉔
東
昇
「
近
世
石
清
水
八
幡
宮
の
神
人
文
書
と
文
書
認
識
」（『
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
の
構
造
認
識
と
編
成
記
述
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
四
年
）、 

朱
印
改
の

過
程
と
朱
印
状
の
管
理
・
移
動
届
等
の
分
析
が
あ
る
。

㉕
廣
瀬
史
彦
「
近
世
寺
社
の
朱
印
改
に
つ
い
て
の
記
録
に
関
す
る
書
誌
学

的
考
察
」
―
慈
廣
寺
文
書
の
記
録
を
事
例
と
し
て
―
」（『
駒
澤
史
学
』

六
二
、二
〇
〇
四
年
）。
西
田
長
男「
寺
社
朱
印
改
め
と
そ
の
書
き
換
え（
上
）」

一
〇
七

近
世
石
清
水
八
幡
宮
領
内
の
禅
宗
寺
院
の
活
動
　
― 

神
應
寺
追
補
資
料
を
中
心
に 

―



（『
神
道
宗
教
』
第
九
七
号
、一
九
七
九
年
）、同
氏
「
同
（
下
）」（『
神
道
宗
教
』

第
九
八
号
、一
九
八
〇
年
）。
田
崎
哲
郎「
天
保
九
年
の
朱
印
改
め
に
つ
い
て
」

（『
愛
大
史
学
』
一
七
号
、
二
〇
〇
八
年
）

㉖
前
掲
⑴

㉗
八
幡
市
教
育
委
員
会
・
石
清
水
八
幡
宮
『
石
清
水
八
幡
宮
諸
建
造
物
群
調

査
報
告
書
（
本
文
編
）』
二
〇
〇
七
年

㉘
森
本
信
徳
「
森
本
家
日
記
」
天
保
九
年
・
安
政
六
年
、
柏
原
八
幡
宮
所
蔵

㉙
前
掲
㉘
。「
河
原
崎
家
日
記
」
天
保
九
年
・
安
政
六
年

（
二
〇
二
二
年
十
月
三
日
受
理
）

�

（
た
け
な
か　

ゆ
り
よ　

文
学
部
歴
史
学
科
）

一
〇
八

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
四
号



番号 文書名 作成年 月 日 西暦 形状 差出人及び作成者 宛所 備考

1 〔豊臣秀吉朱印状〕 天正 17 年 11 20 1589 折紙 （秀吉朱印） 八幡神應禅寺
八幡庄内 120 石。包
紙「太閤様　御朱印」
No.1 ～ 3 一括

2 〔豊臣秀吉朱印状〕（天正 20 年） 5 2 1592 折紙 （秀吉朱印） 杉山神應禅寺 見廻として帷子 2 到来

3 〔豊臣秀吉朱印状〕（天正 20 年） 5 29 1592 折紙 （秀吉朱印） 八幡禅家神應寺 名護屋御着陣見廻、
高麗国平均

4 〔徳川家康朱印状〕 慶長 5 年 5 25 1600 折紙 家康（家康朱印） 神應禅寺 八幡庄内 120 石

5 〔徳川秀忠朱印状〕 元和 3 年 8 16 1617 折紙 （秀忠朱印） 神應禅寺 八幡庄内 120 石

6 〔徳川家光朱印状〕寛永 13 年 11 9 1636 折紙 （家光朱印） 神應禅寺 八幡庄内 120 石

7 〔徳川家光朱印状〕 寛永 13 年 11 9 1636 折紙 （家光朱印） 慶春庵 八幡庄之内 20 石

8 〔徳川綱吉朱印状〕 貞享 2 年 6 11 1685 竪紙 （綱吉朱印） 禅宗五箇寺

石 清 水 八 幡 宮 領 内
240 石。 箱 書「 御 朱
印 / 禅宗五箇寺」（54.8
× 24.2 × 23.3㎝）

9 〔徳川家治朱印状〕 宝暦 12 年 8 11 1762 竪紙 （家治朱印） 禅宗五箇寺 石清水八幡宮領内
240 石

10 〔徳川家斉朱印状〕 天明 8 年 9 11 1788 竪紙 （家斉朱印） 禅宗五箇寺 石清水八幡宮領内
240 石

11 〔書状〕 － － － － 折紙 右衛門佐 神わう寺さま

「御左右うけ給度一
筆申入・・・」No.11
～ 18 は 鍵 付 き 木 箱

（27.0 × 11.6 × 10.4、
底穴径 1.7㎝）一括

12 〔書状〕 － － － － 折紙 ゑもん佐（右衛門佐） 神わう寺さま 「一筆申入候きのふ
は遠くの所・・・」

13 〔書状〕 － － － － 折紙 ゑもん佐（右衛門佐） 神わう寺さま 「一筆まいらせ・・・」

14 〔書状〕 － － － － 折紙 ゑもん佐（右衛門佐） 神わう寺さま 「おふミ被下忝・・・」

15 〔書状〕 － － － － 折紙 ゑもん佐（右衛門佐） 神わう寺さま 「おふミ被下かたし
けなく・・・」

16 〔書状〕 － － － － 折紙 ゑもん佐（右衛門佐） 神わう寺さま 「おふみ被下候仰の
ことく・・・」

17 〔書状〕 － － － － 折紙 □□□□ 右衛□□さま 「一筆申上け候・・・」

18 〔書状〕 － － － － 折紙 右衛門佐 神おふ寺さま 「御返事なから・・・」

【神應寺追補資料目録】
　　追補あ

番号 文書名 作成年干支 月 日 西暦 形状 差出人及び作成者 宛所 備考

1 御朱印御改江戸参
府目録覚　 安永 2 年癸巳 2 6 1773 竪帳 天明7年5月日山代、

天保 9 年恵雲代記 ― 表紙に「禅家組合臨
時目録写」とあり

2 御朱印頂戴記 享保元丙申 12 15 1716 竪帳 全昌寺 ― 江戸参府・朱印管理の
記録

3 五箇寺御仲間中江
御頼之一札 明和元甲申 閏 12 ― 1764 竪紙 常徳寺檀那惣代

落合将曹（印）
神応寺・全昌寺・
慶春庵・巣林庵

包紙上書「御朱印預証
文壱通、常徳寺檀那惣
代落合将曹」、包紙貼紙

「御朱印証文一通、常徳
寺檀那落合将曹ゟ」。

4 神應寺御朱印百弐
拾石之内 元和 6 庚申 12 8 1620 継紙 久庵以心（花押） 神應寺御納所

瑞泉庵領配当田地、
妹比丘尼茶湯田につ
き。端裏「瑞泉庵」

　　追補い

一
〇
九

近
世
石
清
水
八
幡
宮
領
内
の
禅
宗
寺
院
の
活
動
　
― 

神
應
寺
追
補
資
料
を
中
心
に 

―



5 覚 元禄 12 己卯 2 ― 1699 継紙 神應禅寺現住 廓翁 ― 御朱印・杉山谷不
動堂等由緒

6 乍恐口上之覚 正徳元年卯 6 ― 1711 継紙 山城八幡神應寺珪
洲 判（神應寺21世）

御朱印御奉行所
御役人中

禅宗 4 ケ寺とは別
に御朱印頂戴願

7 御尋ニ付奉申上候 寛政 8 年辰 7 ― 1796 継紙 城州綴喜郡八幡
神應禅寺

寺社御御奉行所
御役人中

御朱印頂戴改めに
つき

8 乍恐言上 寛文 5 乙巳 1 27 1665 継紙 城州八幡杉山神應寺 御奉行様

端裏「寺社御奉行所上
ケ申候訴訟之ひかへ并
百性返答書、田中殿・
新善法寺殿へ参候状之
写、同返書之写」

9 願書 酉
（宝永 2 年カ） 11 ― 1705 継紙 城州八幡神應寺廓翁 ― 諸堂修復勧化許可

願。端裏「控」

10 永代売リ渡シ申田
地作職之事 寛政 8 年丙辰 12 ― 1796 竪紙

請人奥谷久兵衛
（印）・譲り主万
屋忠兵衛母（印）

常昌庵　御旦那中 御朱印徳雲庵分字
水落

11 〔小堀遠州書状〕 ― ― 25 ― 一紙 小堀遠州 个庵老 軸装

12 〔楊柳観音図〕 ― ― ― ― 掛軸 東皐心越讃 ― 楊柳観音図と賛　
版刷り。版木あり

13 杉山十二景詩幷序 享保 3 年夏 ― ― 1718 巻子 古谿秀蓮（神應
寺 23 世） ―

杉山十二景
序と 12 景夫々の七
言絶句

14 偸間室記 寛政 6 年 閏 11 14 1794 巻子 日山海東（神應
寺 30 世） ― 本堂再建に伴う命

名とその由来

15 〔随意結制免状〕 元禄 9 子 1 19 1696 竪紙
龍穏寺月峰（印）・
大中寺石牛（印）・
総寧寺縁岩（印）

神応寺

No.15 ～ 17 箱一括、箱書
「御綸旨　弐通 / 永平寺
請状　壱通 / 永平寺免翰
　壱通 / 三箇寺定書　弐
通／椙山神應禅寺　現住
廓翁杜多」120 石朱印地
所持・古跡により

16 定 元禄 12 乙卯 4 19 1699 竪紙
龍穏寺印珊（印）・
大中寺石牛（印）・
総寧寺縁岩（印）

城州八幡神應禅寺 端裏「定書　関東
三箇寺」

17 〔免翰〕 元禄 12 乙卯 6 4 1699 継紙 永平寺本祝（印） 城州八幡神應禅寺 包紙上書「免翰」、
夏冬常結制を許可

18 杉山日鑑霊□□□
寛政 2 年
庚戌夏 ― ― 1790 竪帳 日山（印） ―

大檀那将軍家・永井家・
板倉家・石清水社士・
公文所・宿坊・淀屋等
の過去帳、石清水神人
や女系血縁者名あり

19 京都府神応寺国宝
修繕図解々説書 昭和 8 年 3 ― 1933 竪帳

神応寺住職中井祖峯・
美術院主事新納忠之
介・主任城本重次郎

―

行教律師坐像大正 12 年 8
月国宝指定、修繕明細、
清算書、修繕費 328 円 55
銭、修繕箇所図あり

20
字大谷弐拾番・弐
拾一番・五拾五番
墓籍簿

明治 18 年 7 ― 1885 竪帳 管理者杉山是道 ―

21
字大谷弐拾番・廿
壱番　墓地小前丈
量帳

明治 18 年 10 ― 1885 横半帳 管理者杉山是道 ― 表紙「弐冊ノ内壱」

22 字大谷五拾五番　
墓地小前丈量帳 明治 18 年 10 ― 1885 横半帳 管理者杉山是道 ― 表紙「弐冊ノ内弐」

23 就御尋申上口上之覚 宝暦 11 辛己年 1 ― 1761 竪紙 禅宗五ケ寺惣代
巣林庵判 御当職御役人中
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【
史
料
】

《
史
料
一
》（
神
応
寺
文
書
追
補
い

−

１
号
）

（
表
紙
）

「　
　

安
永
二
年
癸
巳
仲
春
初
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

禅
家
組
合
臨
時
目
録
写

　
　

御
朱
印
御
改
江
戸
参
府
目
録
覚

　
　
　

天
明
七
年
丁
未
五
月
杉
山
日
山
代
記

　
　
戌○
天
保
戊

戌
年
正
月
七
日
始
リ
此
奥
ニ
記
置
恵
雲
代　

」

一
厳
有
院
様
ゟ
組
合
壱
本
紙

寛
文
五
年
六
月
五
日　

御
朱
印
御
改
参
府
入
用

高
弐
百
四
拾
石
、
掛
銀
石
ニ
付
四
匁
、
銀
高
合
九
百
九
拾
三
匁
三
分

　
　

但
シ
本
帳
全
昌
寺
ニ
記
録
有
之
、
参
府
人
全
昌
寺

一
此
帳
之
面
以
来
不
可
為
例
事
、
可
随
時
宜
者
也

但
シ
仲
間
極
者
参
府
節
者
、
雑
費
帳
之
内
衣
服
支
度
之
義
ハ
、

此
以
後
自
分
所
持
も
の
ニ

而
公
用
可
相
務
、
若
不
叶
要
用

於
有
之
者
、
仲
間
へ
可
遂
相
談
事

一
毎
歳
御
朱
印
預
り
交
代
之
節
者
、
会
席
饗
應
一
汁
三
菜
之
外
可
為
無
用
也
、

但
シ
近
年
来
水
損
及
度
ニ々
只
今
者
雑
煮
計
ナ
リ

一
御
代
替
御
朱
印
頂
戴
之
節
、
江
戸
参
府
之
人
者
其
年
ノ

年
預
可
相
務
、
若
指
合
於
有
之
者
、
次
ノ
番
可
相
務
者
也
、

但
シ
一
年
之
内
江
戸
下
向
及
両
度
ニ
候
ハ
ヽ
、
其
次
可
相
務
、
尤

組
合
内
ゟ
可
遂
相
談
事

　
　
　
　
　
　
　

神
應
禅
寺　
　
　
　

珪
洲
書
判

　
　
　
　
　
　
　

常
徳
寺　
　
　
　
　

大
桂
書
判

　
　
　
　
　
　
　

全
昌
寺　
　
　
　
　

環
傒
書
判

　
　
　
　
　
　
　

慶
春
庵　
　
　
　
　

良
完
書
判

　
　
　
　
　
　
　

巣
林
庵　
　
　
　
　

悚
山
書
判

右
本
帳
全
昌
寺
ニ
有
之
候
、
以
上

一
常
憲
院
様
貞
享
元
年
甲

子
七
月
十
六
日

御
朱
印
御
改
参
府
入
用
高
弐
百
四
拾
石
、
石
ニ
付
掛
銀

三
匁
、
銀
高
七
百
弐
拾
目
也
、
入
用
惣
高
合
八
百
弐
拾
七
匁
五
分
五
毛
也
、

右
帳
面
神
應
寺
ニ
有
之
候　
参
府
人
神
應
禅
寺

一
同
三
年
寅
四
月
十
六
日
御
朱
印
頂
戴
上
京
入
用
、

四
月
十
六
日
井
上
志
摩
守
殿
迄
、
為
御
礼
上
京
ニ
付
入
用

高
合
弐
百
四
拾
石
、
石
ニ
付
掛
銀
弐
分
弐
厘
、

銀
高
合
五
拾
壱
匁
五
厘　
　
　
上
京
人
全
昌
寺

　
　
　
　
　
　

帳
面
全
昌
寺
有
之
候

一
正
徳
元
年
辛

卯
五
月
十
六
日
御
朱
印
御
改

参
府
入
用
、
石
ニ
付
掛
銀
五
匁
、
銀
高
合
壱
貫
弐
百
目
ナ
リ

惣
払
高
合
壱
貫
三
百
四
十
九
匁
九
分
四
厘
五
毛
也

　

帳
面
神
應
寺
ニ
有
之
候　
　
　
　
　
　
　
年
預
神
應
禅
寺

一
有
徳
院
様
享
保
二
年
丁

酉
御
朱
印
御
改

参
府
入
用
、
石
ニ
付
掛
銀
拾
弐
匁
四
分
、
銀
高
合

弐
貫
九
百
九
拾
目
壱
分
ナ
リ

一
一
一

近
世
石
清
水
八
幡
宮
領
内
の
禅
宗
寺
院
の
活
動
　
― 

神
應
寺
追
補
資
料
を
中
心
に 

―



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
府
人
全
昌
寺

春
二
月
日
帳
面
全
昌
寺
ニ
有
之
候　

一
惇
信
院
様
延
享
三
年
丙

寅
春
御
朱
印
御
改

参
府
入
用
銀
、
於
全
昌
寺
ニ
五
箇
寺
相
談
一
決
之
上
、

石
ニ
付
掛
銀
八
匁
受
取
切
、
帰
寺
後
算
用
帳

差
出
不
申
候
、
但
シ
帳
面
神
應
寺
ニ
有
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
府
人
神
應
寺

一
俊
明
院
様
宝
暦
十
一
年
辛

巳
四
月
九
日

御
朱
印
御
改
参
府
入
用
、
此
時
仲
間
相
談
之
上
、

銀
高
壱
貫
目
ニ
相
極
候
故
、
算
用
書
差
出
不
申
候

本
帳
全
昌
寺
ニ
有
之
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
府
人
全
昌
寺

一
後
来
御
朱
印
御
改
之
節
、
参
府
入
用
銀
壱
貫
目
ニ
相
極
者
ナ
リ

一
御
当
代
天
明
七
年
丁

未
八
月

　

御
朱
印
御
改
参
府
入
用
銀

　

天
保
九
戊

戌
年
正
月
七
日　
　

巣
林
庵
年
預

御
用
之
儀
有
之
候
間
、
明
後
九
日
四
ツ
時
ニ
、
御
当
職
へ
御
出

可
有
之
候
、
以
上　
　
　
　
　
　
　
　

上
野
権
大
僧
都

　
　
　
　

禅
家

当
日
四
ツ
時
巣
林
庵
罷
候
処
、
奥
書
院
ニ

而
僧
正
直
ニ
被
申
渡
候
趣

御
朱
印
御
改
ニ
付
、
可
得
其
意
と

別
紙
奉
書
半
切
ニ

一
今
般

御
朱
印
御
改
之
儀
被　

仰
出
候
間
、
御
本
紙
ニ
写
相
認
、
当
三
月

晦
日
迄
ニ
江
戸
へ
可
致
持
参
事

　
　
　

但
参
着
候
ハ
ヽ
、
旅
宿
所
書
付
早
速
当
職
旅
宿
へ
可
届
出
候

一
御
用
懸
り　

本
多
下
総
守
殿

　
　
　
　
　

井
上
河
内
守
殿

一
当
二
月
四
日
辰
刻

御
朱
印
御
本
紙
並
写
大
直
紙
ニ
相
認
上
包
美
濃
紙
ニ

い
た
し
候
而
壱
通
ツ
ヽ
当
職
へ
可
致
持
参
事

一
江
戸
へ
差
出
候

御
朱
印
写
中
奉
書
ニ
相
認
、
上
包
小
奉
書
ニ
い
た
し
一
通
り
、

外
ニ
大
直
紙
ニ
認
、
上
包
美
濃
紙
ニ
い
た
し
候
而
二
通
り
用
意

江
戸
へ
可
致
持
参
事

　
　
　

戌
正
月

一
一
二
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別
紙
ヒ
ナ
形
扣　

　
　
　

但
何
れ
も
曲
尺

　
　
　
　
　

竪
紙
横
折
紙
共
小
札
寸
法
同
様

一
御
朱
印
御
本
紙
継
目
裏
御
印
有
之
候
ハ
、
継
目

　

之
処
ニ
御
印
ト
可
書
調
之

一
板
倉
伊
賀
守
殿
添
目
録
写
年
号
月
日

　

付
候
て
下
ニ
伊
賀
守
書
判
と
可
認

　
　
　
　

但
継
目
裏
ニ
印
鑑
有
之
不
及
記

　
　
　
　
　
　

小
札
ニ
者

　
　
　
　
　
　
　

板
倉
伊
賀
守
殿
添
目
録
写
ト
可
認

　
　
　

将
又
参
府
人
名
前
二
月
八
日
迄
、
以
書
付
可
申
出
事一

一
三

近
世
石
清
水
八
幡
宮
領
内
の
禅
宗
寺
院
の
活
動
　
― 

神
應
寺
追
補
資
料
を
中
心
に 

―



二
月
四
日
辰
刻　
　
　
　
　
　
　

神
應
禅
寺
年
預

神
應
寺
直
登
伴
僧
家
来
挟
箱
為
持
罷
出
候
処
、
溜
間
ニ

火
鉢
南
艸（
煙
草
）盆
出
し
有
之
、
取
次
ア
サ
上
下
ニ
而
役
人
森
元
ワ
カ
サ

罷
出
奥
書
院
へ
致
案
内
、
尤
前
ニ
訓
し
有
之
、
中ツ
ク
エ
ア
リ

御
箱
蓋
ニ

御
本
書
替
ノ
セ
直
ニ
持
参
、
僧
正
一
礼
上
ニ
白
ツ
ク
エ
一
脚

次
間
ニ
同
白
ツ
ク
エ
一
脚
有
之
、
左
カ
ワ
ニ
公
文
所
・
片
岡
長
門
守

上
間
シ
キ
イ
キ
ワ
ニ
大
隅
守
、
右
カ
ワ
写
書
読
上
ル
、
僧
正
本
書
見
ル

　
　
　

大
隅
守　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
田

僧
正　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
朱
印
之

　
　

ツ
ク
エ　
　
　
　
　

ツ
ク
エ

　
　
　
　
　

 　
　
　

公
文
所　
　
　
　
　

  　
　
　
　

森
本
ワ
カ
サ

　
　
　
　
　
　

 　
　

長
門
守

先
詰
ゟ
順
次
也
、
直
ニ
溜
り
引
ワ
カ
サ
口
上
、
出
府
人
誰
人
ニ
候
哉
と

相
尋
、
一
両
日
之
内
治
定
い
た
し
、
書
付
ヲ
以
可
申
上
与
申
置
帰
ル

ニ
月
八
日

　
　

御
届
申
口
上
覚

一
今
般

御
朱
印
御
改
被
仰
出
候
ニ
付
、
為
五
ケ
寺
惣
代
、
拙
僧

参
府
仕
度
発
足
日
限
之
儀
者
、
追
而
御
届
申
上
候
、
以
上

戌
二
月
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
應
禅
寺
印

　
　
　

御
当
職

　
　
　
　
　

御
役
人
中

仲
間
遂
示
談
、
石
ニ
六
匁
掛
り
石
打
相
定
配
帙（
扶
カ
）相
認
、
国
役
帳
相
調
者
也
、

配
帙（
扶
カ
）遂
、
惣
集
銀
壱
〆
四
百
四
拾
目
ニ
と
相
成
候
、
尤
諸
色
高
直
ニ
付
如

是
定

　

御
朱
印
石
掛　
石 

ニ　

六　

匁

銭
百
十
四
文
遣　

弐
百
七
拾
七
匁
七
分
八
厘
弐
毛　
当
寺
石
打

集
銀
覚

一
高 此

銀 

右
之
通
り
来
ル
廿
日
当
寺
へ
持
参
可
有
之
候
、
以
上

天
保
九
戌
年
二
月
十
五
日　
　
　
　

神
應
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

納
所　

知
陳
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

誰
々
殿

寺
院
社
用
者　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
寺
者
持
参
可
有
之
候
、
以
上

　
　
　
　

当
寺
へ
御
差
出
し
可
被
成
候
、
以
上

三
月
七
日　

此
所
へ
録
山
へ
届
出
有
り

同
九
日　
　
　
　
　
　
　

江
戸
宿
所

　
　
　
　
　
　

口
上　
　
　
　

麻
布
溜
池
瑞
泉
寺　

一
今
般

一
一
四
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御
朱
印
御
改
ニ
付
、
五
ケ
寺
為
惣
代
私
義
今
月
十
五
日

　

参
府
発
足
仕
候
、
此
段
御
届
申
候
、
以
上

　

戌
三
月
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
應
禅
寺

　
　
　
　

御
当
職

　
　
　
　
　

御 

同
日

以
手
紙
得
貴
意
候
、
春
暖
相
催
候
所
愈
御
安
康
ニ

御
寺
務
可
被
成
奉
賀
候
、
然
者
先
日
者
御
入
来
被
下
候
所
、

折
節
在
宅
不
仕
残
念
ニ
奉
存
候
、
其
砌
被
仰
置
候

御
朱
印
御
預
り
申
候
儀
、
於
仲
間
も
此
節
一
統
相
集
候
ニ

付
、
明
後
十
一
日
朝
飯
後
早
々
御
持
参
可
被
成
様
、
仲
間
申

居
候
ニ
付
此
段
申
上
候
、
委
細
者
御
面
会
之
上
御
談

可
申
上
候
、
右
御
案
内
旁
如
此
ニ
御
座
候
、
以
上

　
　

三
月
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

能
村
主
計

　
　
　
　

神
應
寺
様

　
　
　
　
　
　
　

当
用

三
月
十
一
日
朝
飯
後
方
丈
伴
貫
道
下
男
へ

御
朱
印
箱
為
持
、
正
明
寺
へ
致
持
参
候
処
、
可
致
能
村
主
計
・

神
原
才
市
・
神
原
タ
ク
ミ
三
人
立
会
ニ

而
相
改
、
被
受
取

尤
此
方
ゟ
惣
数
御
本
紙
弐
拾
壱
本
相
預
候
、
御
箱
者

此
方
ゟ
江
戸
へ
持
参
ニ
及
候
由
申
故
、
御
本
紙
写
計
り

被
請
取
也

　
　
　
　

可
致
請
取
書
扣

　
　
　

覚

一
御
朱
印
御
本
紙　
　
　
　

弐
十
壱
本

一
右
奉
書
写　
　
　
　
　
　

弐
十
壱
本

一
同
大
直
し
写　
　
　
　
　

四
拾
弐
本

右
之
通
り
慥
ニ
預
奉
守
護
候
、
尤
関
東
ゟ

帰
幡
之
上
、
御
返
還
可
申
候
、
依
而
如
件

戌
三
月
十
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郷
中
印

　
　
　

神
應
寺

　

菓
子
料
と
し
て
金
三
百
疋
を
片
木
ニ
ノ
セ

　

奉
書
包
ニ
致
し
差
出
申
候
、
尤
入
魂
会

　

事
故
菓
子
料
ニ

而
相
頼
入
候
也

三
月
十
二
日
晩
替
紙
来
ル
明
四
ツ
時
当
職
へ

同　

十
三
日
四
ツ
時
罷
出
候
処
、
勝
手
次
第
ニ

出
立
可
致
様
申
出
シ
、
即
日
京
御
所
司
・
両

奉
行
へ
発
足
届
ニ
方
丈
申
越
、
供
権
四
郎

伴
宣
宗
に
芥
川
止
宿

同
十
四
日
早
朝
罷
出
候
処
、
証
文
方
へ
申
入

両
奉
行
へ
書
附
出
ス

　
　
　
　
　
　

口
上

一
今
般

御
朱
印
御
改
ニ
付
、
五
ケ
寺
為
惣
代
私
儀
参
府

一
一
五

近
世
石
清
水
八
幡
宮
領
内
の
禅
宗
寺
院
の
活
動
　
― 

神
應
寺
追
補
資
料
を
中
心
に 

―



仕
候
、
為
御
届
参
上
仕
候
、
以
上

戌
三
月
十
四
日　
　

八
幡
禅
宗
五
ケ
寺
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
應
禅
寺

　

御
奉
行
所

三
役
所
共
、
勝
手
次
第
ニ
出
府
可
致
、
尤
帰
寺
御
届

可
被
成
被
申
渡
候

金
五
両
代

弐
百
八
十
九
匁
五
分

残
而
十
匁
五
分
不
足　

此
□
壱
〆
弐
百
文

《
史
料
二
》（
神
応
寺
文
書
追
補
い

−

３
号
）

（
包
紙
）

「
御
朱
印
証
文
一
通　
常
徳
寺
檀
那

落
合
将
曹
ゟ　

」

（
包
紙
裏
）

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
徳
寺
檀
那
惣
代

　

御
朱
印
預
証
文
壱
通　
　
　
　
　
　

落
合
将
曹　

」

　
　
　

五
箇
寺
御
仲
間
中
江
御
頼
之
一
札

一
常
徳
寺
先
住
玄
那
首
座
圓
寂
渡
、
後
住
知
烈

行
脚
之
内

御
三
代
之
御
朱
印
并
太
閤
秀
吉
公
御
朱
印
、
右
四
通

御
仲
間
御
朱
印
箱
江
御
預
被
下
候
様
ニ
御
頼
申
候
所
、
御

承
引
被
下
、
右
四
通
御
預
ケ
申
候
、
知
烈
被
致
帰
住
候
ハ
ヽ

御
渡
可
被
下
候
、
為
後
証
仍
而
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
徳
寺
檀
中
惣
代

　
　

明
和
元
甲

申
年
閏
十
二
月　
　
　
　

落
合
将
曹
（
印
）

　
　
　
　
　
　

神
應
寺

　
　
　
　
　
　

全
昌
寺

　
　
　
　
　
　

慶
春
庵

　
　
　
　
　
　

巣
林
庵

《
史
料
三
》（
神
応
寺
追
補
い

−

４
号
文
書
）

　

神
應
寺　

御
朱
印
百
弐
拾
石
之
内

高
壱
斛
六
斗
弐
升
字
つ
志（
辻
）畠
瑞
泉
庵
領

右
御
配
当
之
田
地
致
沽
却
、
或
ハ
譲
類
親
申

間
布（
敷
）候
、
少
々
高
ニ
御
座
候
間
、
庵
之
結
申
事
ハ

成
り
不
申
、
但
何
之
末
寺
ヘ
成
共
妹
比
丘
尼
并

我
等
之
茶
湯
田
付
申
候
時
、
御
違
乱
被
仰
間

敷
候
、
諸
事
寺
役
之
事
ハ
各
々
衆
次
ニ
御
無
沙
汰

申
間
敷
候
、
為
後
日
壱
札
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
庵

　
　
　

元
和
六
庚

申
年
十
二
月
八
日　
　
　
　

為
心
（
花
押
）

　

神
應
寺　

御
納
所

一
一
六

京
都
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《
史
料
四
》（
神
応
寺
文
書
追
補
い

−

５
号
）

　
　
　

覚

　
　
　
　
　
　
　
　

八
幡
禅
家
曹
洞
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
山
神
應
禅
寺

一
御
朱
印
高
百
弐
拾
石

當
寺
者　

八
幡
大
菩
薩
依
御
霊
詫
、

行
教
和
尚
貞
観
二
庚
辰
開
闢

造
建
也
、
至
元
禄
十
二
己
卯
年
年
八
百
四
拾
年

罷
成
候
、
中
古
或
時
者
天
台
宗
、
或
時
者

真
言
宗
二
而
数
年
転
伝
仕
候
由
、
應
永

十
五
戊
子
年
よ
り
禅
宗
曹
洞
宗
ニ
○
天
鷹
派

○
法
脈

全
ク
極
り
、
至
尓
今
無
断
絶
嗣
法
相
続

仕
来
候
、
應
永
十
五
戊
子
年
よ
り
今
歳
迄

弐
百
九
拾
弐
年
ニ
罷
成
候
事

一
當
杉
山
谷
不
動
堂

右
不
動
堂
者
神
應
禅
寺
建
立
之
時

節
、
為
奥
院
鎮
守　

八
幡
大
菩
薩

依
御
霊
詫
、
行
教
和
尚
造
創
二
而

御
座
候
、
然
上
鎮
守
谷
不
動
堂
ニ
お

ゐ
て
、
毎
年
正
五
九
月
末
寺
不
残
召
集
、

転
読
大
般
若
経
兼
懺
法
執
行
仕
、
奉
祈

天
下
安
全
御
武
運
長
久
御
事
、
依

寺
例
御
札
者
差
上
不
申
事

且
又
当
寺
不
動
堂
よ
り
安
居
之
奉
幣
を

つ
と
む
る
最
初
之
霊
場
ニ
而
御
座
候
、

当
地
毎
年　

天
下
御
安
全
安
居

祭
礼
之
節
、
頭
人
先
不
動
堂
ニ
参

詣
致
シ
、
岩
瀑
之
霊
水
を
汲
塩

湯
と
な
し
、
祓
禊
精
進
し
、
垢
衣

を
ぬ
き
浄
衣
を
つ
け
、
安
居
之
奉
幣

を
つ
と
む
る
事
、
是
塩
湯
が
き
と
申

御
神
事
之
一
条
ニ
而
御
座
候
事

（
次
の
一
条
抹
消
）

一
秀
吉
公
高
麗
御
陣
之
時
分
、
神
應
寺

よ
り
異
国
御
退
治
之
御
軍
船
、

御
見
廻
之
た
め
、
筑
紫
名
護
屋
迄

使
僧
可
遣
之
間
、
被
仰
付
由
ニ
而
使
僧

遣
申
候
、
即
名
護
屋
よ
り
の
御
返
簡

尓
今
所
持
仕
候
、
木
下
半
介
与
申
仁
ヘ
、

被
仰
付
大
唐
ヘ
可
被
差
遣
御
人
数
書

な
と
被
仰
下
候
、
尤
前
田
徳
善
院
殿

御
奉
書
御
座
候
事

一
坂
倉
伊
賀
守
殿
京
都
御
所
司
代
之

時
分
、
当
寺
之
儀
者
八
幡
禅
宗
之

本
寺
た
る
上
、
末
寺
等
諸
法
度
之
事

一
一
七

近
世
石
清
水
八
幡
宮
領
内
の
禅
宗
寺
院
の
活
動
　
― 

神
應
寺
追
補
資
料
を
中
心
に 

―



可
致
沙
汰
之
間
、
御
奉
書
御
座
候
、

尓
今
所
持
仕
候
事

右
之
通
相
違
無
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
應
禅
寺
現
住

元
禄
十
二
己
卯
年
二
月
日　
　
　
　

廓
翁

《
史
料
五
》（
神
応
寺
文
書
追
補
い

−

６
号
）

　
　
　

乍
恐
口
上
之
覚　
　
　
　
　
　
　

手
前
扣

一
山
城
八
幡
神
應
寺
之
儀
者

権
現
様
・
台
徳
院
様
・
大
献
院
様
御
代
々
共
ニ
一
本

御
朱
印
頂
戴
仕
候
処
、
厳
有
院
様
御
代
御
朱
印

御
触
之
砌
、
為
五
ケ
寺
惣
代
全
昌
寺
参
府
仕
候
節
、
常

徳
寺
・
全
昌
寺
・
慶
春
庵
・
巣
林
庵
五
ケ
寺
一
紙
ニ

被
成
下
候
、
依
之
常
憲
院
様
御
代
先
住
前

之
通
一
本
御
朱
印
奉
願
候
所
ニ
、
先
罷
登
り
候
様
ニ
被
仰
候

間
、
写
指
上
ケ
先
住
罷
登
候
、
其
以
後
京
都
御
諸（
所
）司

代
ニ
而
五
ケ
寺
一
紙
之
御
朱
印
頂
戴
仕
候
、
神
應
寺

儀
者
御
奉
行
前
田
徳
善
院
玄
以
公
、
御
諸（
所
）司
代

板
倉
伊
賀
守
勝
重
公
両
所
之
御
折
紙
ニ
茂
、
八
幡

禅
宗
之
本
寺
と
被
成
下
候
得
者
、
右
四
ケ
寺
と
ハ

各
別
之
訳
ニ
御
座
候
間
、
先
規　

御
三
代
被

成
下
候
通
一
本
御
朱
印
頂
戴
仕
候
者
、
偏
ニ
難
有

可
奉
存
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
城
八
幡

　
　
　

正
徳
元
年
卯
六
月　
　
　
　
　
　

神
應
寺

御
朱
印				






　
　
　
　

珪
洲 

判

　

御
奉
行
所

　
　
　
　
　

御
役
人
中

《
史
料
六
》（
神
応
寺
文
書
追
補
い

−

７
号
）

　
　

御
尋
ニ
付
奉
申
上
候

　
　
　
　

城
州
綴
喜
郡
八
幡

　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
應
禅
寺

御
朱
印
頂
戴
并
御
改
之
節
、
従

権
現
様
御
代
御
三
代
様
之
間
者
、
一
本

御
朱
印
頂
戴
仕
候
、
従

厳
有
院
様
御
代
禅
家
五
箇
寺　
洞
家　

神
應
寺

済
家　

四
箇
寺

組
合
御
一
紙
ニ
被
成
下
頂
戴
仕
候
、
右
五
ケ
寺

御
代
々
御
朱
印
頂
戴
之
儀
者
、
仲
間
当
番
之
者

参
府
仕
、
御
吟
味
相
済
於
京
都
頂
戴
仕
来
候
、

今
般
宝
暦
年
中
・
天
明
年
中
両
御
改
之
訳
合

依
御
尋
、
先
年
之
記
録
相
写
差
上
申
候
、
且

神
應
寺
之
儀
者
前
々
願
上
候
通
り
之
格
式
ニ
御
座
候
間
、

余
之
四
ケ
寺
ト
同
格
ニ
ハ
無
御
座
候
間
、
先
住
桂
洲
代

願
書
之
扣
、
奉
入
御
覧
候
、
同
桂
洲
代
参
府
之

記
録
茂
差
上
奉
入
御
覧
候
、
以
上

一
一
八

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
四
号



御
朱
印
高
之
覚

一
百
弐
拾
石　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
應
寺

一
三
拾
石　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
徳
寺

一
弐
拾
石　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
昌
寺

一
弐
拾
石　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慶
春
庵

一
五
拾
石　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巣
林
庵

寛
政
八
年
辰

　
　
　
　

七
月　
　
　
　
　
　

神
應
寺

寺
社御

奉
行
所

　
　

御
役
人
中

《
史
料
七
》（
神
応
寺
文
書
追
補
い

−

８
号
）

（
端
裏
書
）

「
寺
社
御
奉
行
所
上
ケ
申
候
訴
訟
之
ひ
か
へ
并
百
性
返
答
書

田
中
殿
新
善
法
寺
殿
へ
参
候
状
之
写
、
同
返
書
之
写　
　

」

　
　

乍
恐
言
上

一
城
州
八
幡
杉
山
神
應
寺
曹
洞
宗
二
而
御
座
候
、

御
代
々
之
御
朱
印
高
百
弐
拾
石
拝
領
仕
、
内
六
拾

七
石
五
斗
八
升
末
寺
拾
ケ
寺
江
配
当
仕
、
残
五
拾
弐
石

四
斗
弐
升
本
寺
神
應
寺
知
行
仕
候
処
ニ
聢
ニ
と

年
貢
等
も
納
不
申
候
ニ
付
、
元
和
七
年
辛
酉
之

年
、
板
倉
伊
賀
守
様
御
代
ニ
双
方
立
合
免
を
定

自
今
以
後
如
此
納
申
様
ニ
と
當
社
務
新
善
法
寺
へ

被
仰
付
、
則
百
性
共
ニ
請
状
を
い
た
し
、
尓
今
所
持
仕
候
、

元
和
七
年
辛
酉
之
年
ゟ
承
応
三
甲
午
之
年
迄

三
拾
四
年
無
恙
納
所
仕
、
拾
壱
年
以
前
明
暦
元
未
之

年
納
所
仕
間
敷
旨
、
百
性
三
拾
人
程
一
同
い
た
し
、

社
務
中
ヘ
訴
訟
申
候
処
ニ
、
件
之
如
請
状
之
納
所
可

仕
旨
、
社
務
中
一
同
ニ
而
御
申
付
候
ニ
付
、
無
相
違
納

申
候
処
、
又
六
年
以
前
万
治
四
年
庚
子
之
年

百
性
壱
人
年
貢
納
所
不
申
候
ニ
付
、
此
時
者
神
應
寺
ゟ

社
務
中
ヘ
訴
訟
仕
候
得
者
、
弥
如
前
々
之
年
貢
納

所
仕
候
様
ニ
と
此
時
も
社
務
中
一
同
ニ
而
御
申
付
無

相
違
相
済
申
候
、
神
應
寺
作
人
数
多
御
座
候
、
大
分
者

前
々
之
通
無
異
儀
納
所
仕
候
処
ニ
、
又
候
哉
、
寛

文
二
寅
年
ニ
常
盤
町
百
性
作
人
中
拾
五
六
人

徒
党
仕
、
御
朱
印
之
内
年
貢
九
石
四
斗
五
升
余

納
所
不
仕
候
ニ
付
、
社
務
中
ヘ
訴
訟
申
候
処
ニ
、
内
談
被
仕

去
々
年
卯
極
月
十
二
日
当
社
務
善
法
寺
右
之

百
性
作
人
共
呼
被
出
、
如
先
規
之
年
貢
納
候
様
ニ
と

様
々
被
仰
候
こ
と
も
、
合
点
不
仕
候
付
、
其
以
後
去
年
春
中

ゟ
度
々
訴
訟
仕
候
処
、
同
年
極
月
七
日
ニ
寄
合
之

上
ニ
而
先
年
之
通
年
貢
相
済
シ
申
様
ニ
と
当

社
務
善
法
寺
被
申
付
候
得
共
、
一
切
承
引
依
不
仕

一
一
九

近
世
石
清
水
八
幡
宮
領
内
の
禅
宗
寺
院
の
活
動
　
― 

神
應
寺
追
補
資
料
を
中
心
に 

―



候
、
此
上
者
御　

公
儀
江
御
訴
訟
申
上
候
様
ニ
と
御
申

渡
候
ニ
付
、
此
度
罷
下
り
候
、
少
寺
領
之
内
三
年
分

以
上
弐
拾
八
石
三
斗
七
升
余
年
貢
納
不
申
迷

惑
仕
候
間
、
右
之
百
性
作
人
共
被
召
寄
如
先
規
年

貢
納
申
様
ニ
被
為
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
、
難
有
可
奉
存
候
、

幸
御
年
頭
之
御
礼
ニ
当
社
務
善
法
寺
被
罷
下
候
、

右
之
様
子
御
尋
被
遊
被
下
候
ハ
ヽ
弥
以
難
有
可
奉
存
候
、

以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
州
八
幡
杉
山

　

寛
文
五
乙

巳
年
正
月
廿
七
日　
　
　
　
　
　
　

神
應
寺

　

御
奉
行
様

外
百
性
之
名
付
上
申
候

年
貢
納
所
不
仕
百
性
之
覚

　

常
盤
町　
　
　

六
右
衛
門

　

同　
　
　
　
　

五
郎
左
衛
門

　

同　
　
　
　
　

善
左
衛
門

　

同　
　
　
　
　

同
人

　

同　
　
　
　
　

長
左
衛
門

　

同　
　
　
　
　

孫
兵
衛

　

同　
　
　
　
　

作
助

　

同　
　
　
　
　

仁
右
衛
門

　

同　
　
　
　
　

市
右
衛
門

　

同　
　
　
　
　

甚
四
郎

　

同　
　
　
　
　

太
郎
左
衛
門

　

同　
　
　
　
　

孫
左
衛
門

　

同　
　
　
　
　

同
人

　

同　
　
　
　
　

甚
右
衛
門

　

同　
　
　
　
　

与
吉

　

同　
　
　
　
　

民
部
卿

　

以
上

常
盤
町
百
性
返
答
書
写

　
　
　
　
　

乍
恐
返
答
言
上

一
杉
山
神
應
寺
直
伝
和
尚
御
代
ニ
一
札
被
仰
付
、
元
和
七
年
辛
酉
九
月
廿
九
日
ニ

一
札
指
上
申
候
、
元
和
七
年
ゟ
三
拾
四
年
之
間
、
無
恙
御
年
貢
御
取
被
成
候
旨
、

被
致
言
上
候
、
其
段
相
違
仕
候
往
ニ々
日
損
水
損
之
年
ハ
其
年
之
物
成
見
か
け

ニ
被
成
免
を
申
請
、
則
其
免
手
形
慥
ニ
御
座
候
、
御
事
付
ハ
日
損
水
損
之
歳
ハ
此

見
か
け
ニ
被
成
可
被
下
証
文
御
座
候
御
事

一
四
年
以
前
壬

寅
六
月
十
三
日
ニ
大
洪
水
二
て
八
幡
領
之
堤
三
所
迄
大
分
切
、
立
毛

一
粒
も
無
御
座
候
ニ
付
、
先
年
之
通
免
被
下
候
様
ニ
と
度
々
御
断
申
上
候
へ
と

も
、
鎌
不
入
田
地
ニ
急
度
本
年
貢
皆
済
仕
候
様
ニ
と
御
申
ニ
付
、
相
済
不
申
候
所

ニ
卯
年
之
物
成
御
座
候
ニ
付
、
当
年
分
納
所
被
成
被
下
候
様
ニ
と
度
々
申
上
候

へ
共
、
寅
ノ
年
之
物
成
一
粒
も
無
御
座
候
処
を
一
度
ニ
相
済
様
ニ
と
被
申
候
故
、

卯
ノ
極
月
十
二
日
ニ
善
法
寺
様
ヘ
被
召
出
、
如
前
々
之
免
被
仰
付
被
成
被
下
候

様
ニ
御
断
申
上
候
へ
共
、
御
聞
分
も
無
之
、
年
貢
納
所
仕
候
様
ニ
と
計
之
御
意
、

一
二
〇

京
都
府
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学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
四
号



其
時
慥
成
証
文
指
上
達
而
御
断
申
上
候
処
ニ
付
而
、
三
人
之
社
務
中
御
寄
合
之
上

ニ
て
可
被
仰
付
と
御
意
ニ
而
罷
立
候
、
然
処
ニ
神
應
寺
ゟ
同
月
十
八
日
ニ
田
地
被
召

上
作
人
喝（
渇
）命
鍬
下
悉
被
召
上
迷
惑
仕
候
、
其
節
御
公
儀
様
ヘ
言
上
仕
度
、

奉
存
候
処
ニ
無
風
情
作
人
共
ニ
て
御
座
候
故
、
時
節
を
相
待
候
処
ニ
右
之
田
地
甲

辰
六
月
之
節
迄
御
あ
ら
し
置
被
成
、
又
作
人
共
ニ
右
之
通
ニ
作
仕
候
様
ニ
と
被
仰

付
候
ニ
ゟ
時
分
過
候
ヘ
ハ
、
立
毛
御
座
有
間
敷
と
御
断
申
上
其
上
ニ
て
立
毛
か

け
申
候
へ
と
も
物
成
無
御
座
候
御
事
、
右
三
年
之
内
壬
寅
之
年
ハ
水
損
、
甲
辰

之
年
ハ
あ
れ
ニ
而
御
座
候
処
ニ
、
此
両
年
ニ
も
本
年
貢
急
度
皆
済
と
御
申
ニ
付
、
迷

惑
仕
候
御
事
、

　

右
之
趣
被
為
聞
召
分
先
年
之
通
ニ
被
為
仰
付
被
下
候
者
難
有
可
奉
存
候
、
以
上

　
　

寛
文
五
年
乙
巳
二
月
八
日　
　
　
　
　
　
　

八
幡
常
盤
町

　

寺
社
御
奉
行
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
人
方

右
之
趣
江
戸
寺
社
御
奉
行
井
上
河
内
守
殿
・
加
々
爪
甲
斐
守
殿
江
正
月
廿
七
日

河
内
守
殿
月
番
二
而
御
座
候
ニ
付
、
御
訴
訟
ニ
罷
出
申
候
処
、
即
日
ニ
召
状
を
田
中

殿
・
新
善
方
殿
被
遣
被
下
候
故
、
則
正
月
廿
七
日
江
戸
ゟ
召
状
を
上
せ
二
月
四

日
八
幡
両
社
家
へ
相
届
申
候
ニ
付
、
常
磐
町
百
性
名
代
ニ
市
右
衛
門
・
甚
右
衛
門
・

孫
兵
衛
三
人
江
戸
ヘ
二
月
十
六
日
ニ
参
着
致
、
同
十
七
日
ニ
両
寺
社
御
奉
行
所
ヘ

御
断
ニ
罷
出
、
同
十
八
日
ニ
加
々
爪
甲
斐
守
殿
御
月
番
ニ
て
御
座
候
ニ
付
、
百

性
共
被
召
出
右
之
様
子
御
聞
被
遊
三
年
分
年
貢
不
納
曲
事
之
段
、
其
上
御
朱
印

之
表
寺
領
と
ゆ
い
、
又
當
社
務
善
法
寺
申
付
を
不
承
、
地
頭
ニ
背
、
彼
是
以
曲

事
と
両
寺
社
奉
行
所
被
仰
候
而
、
右
三
人
之
百
性
共
籠
舎
被
為
仰
付
候
、
同
月

廿
九
日
、
甲
州
殿
参
籠
舎
被
仰
付
候
三
人
之
百
性
共
今
日
御
赦
免
被
成
被
下
候

様
ニ
と
御
訴
訟
申
上
候
処
、
三
人
籠
舎
を
被
召
出
、
三
年
分
年
貢
納
所
可
仕
か

と
被
仰
付
候
へ
と
も
、
百
性
同
心
不
仕
候
故
、
左
候
ハ
ヽ
田
地
共
悉
神
應
寺
へ

差
上
申
候
様
ニ
と
被
仰
付
候
故
三
人
之
百
性
畏
奉
存
候
由
申
上
候
ニ
付
、
左
候

ハ
ヽ
三
人
之
百
性
ニ
手
形
を
被
仰
付
、
田
地
差
上
申
候
と
手
形
仕
、
両
御
奉
行

所
ヘ
手
形
仕
上
ケ
申
候
処
、
通
其
庵
御
呼
出
被
成
候
而
、
則
御
両
奉
行
所
ヘ
上
ケ

申
候
手
形
被
下
頂
戴
仕
罷
出
申
候
、
其
手
形
神
應
寺
方
丈
ヘ
納
置
申
候

　

寺
社
御
奉
行
所
ヨ
リ
田
中
殿
・
新
善
法
寺
殿
ヘ
召
状
参
候
写

其
元
神
應
寺
就
訴
訟
、
此
書
付
之

百
性
共
当
所
ヘ
召
寄
候
間
、
来
二
月

十
八
日
前
江
戸
ヘ
参
着
候
様
ニ
急

度
可
被
申
付
候
、
神
應
寺
指
上
候

訴
状
遣
候
間
、
百
性
ニ
も
見
せ
可

被
申
候
、
但
此
訴
状
百
性
参
候
時
分

此
方
ヘ
可
致
返
進
候
、
以
上

　

正
月
廿
七
日　

井
上
河
内
印
判

　
　
　
　
　
　
　

加
々
爪
甲
斐
印
判

　

田
中

　

新
善
法
寺

　

猶
々
最
前
被
仰
下
候
松
本
坊
御
殿
司
の
事

御
指
紙
之
通
神
應
寺
領
作
人
召
寄

　

岩
本
坊
・
横
坊
召
寄
申
渡
候
処
、
畏
奉
存
候

当
十
八
日
前
其
御
地
ヘ
致
参
着
候

様
ニ
申
渡
シ
候
、
右
之
内
病
人
又
ハ
同
作

之
者
別
紙
ニ
書
付
進
上
申
候
、

被
仰
下
候
通
神
應
寺
訴
状
作
人
共
ニ

見
せ
申
候
間
、
一
所
ニ
封
入
進
上
仕
候
、
恐
惶

謹
言　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中

　
　

二
月
六
日　
　
　
　
　
　
　

新
善
法
寺

　

井
上
河
内
守
様

　

加
々
爪
甲
斐
守
様

一
二
一

近
世
石
清
水
八
幡
宮
領
内
の
禅
宗
寺
院
の
活
動
　
― 

神
應
寺
追
補
資
料
を
中
心
に 

―



《
史
料
八
》（
神
応
寺
文
書
追
補
い

−

９
号
）

　
　
　
　
　

願
書

山
城
國
八
幡
神
應
寺
者
八
幡
薩
埵
之
御
寺
ニ
而
八
百
四
拾

六
年
之
古
跡
、
百
弐
拾
石　

御
朱
印
地
曹
洞
宗
ニ
而
御
座
候
、
去
ル

卯
年
ゟ
常
法
談
之
地
ニ
被　

仰
付
候
得
共
、
諸
堂
及
大
破
ニ

修
覆
自
力
ニ
難
相
叶
、
依
之
勧
化
之
儀 

公
訴
仕
候
処

御
吟
味
之
上
蒙
御
免
許
、
江
戸
町
々
并
町
続
御
代
官
所

其
外
京
都
・
大
坂
・
堺
・
伏
見
・
奈
良
迄
不
残
勧
化
帳
相
廻
シ
志
シ

次
第
之
勧
化
仕
御
事
御
座
候
、
御
領
分
之
儀
も
町
在
共
ニ
志
シ

次
第
相
対
之
勧
化
仕
度
奉
願
候
、
尤
対　

城
主
様
江
何
等
之

御
願
申
上
御
事
ニ
而
茂
無
御
座
候
、
御
領
分
相
廻
り
候
節
、
町
々

村
江々
御
支
配
之
御
役
人
中
ゟ
神
應
寺
願
ニ
付
、
御
領
分
相
対
之

勧
化
指
免
シ
巡
行
候
間
、
先
ニ々
而
相
う
た
か
い
申
間
鋪
候
、
勿
論

行
暮
候
、
其
所
ニ
而
無
相
違
宿
借
シ
可
申
旨
、
御
触
知
せ
之
段

奉
願
候
、
当
年
相
廻
り
候
事
ニ
而
も
無
御
座
候
、
御
免
許
被
下
候
者

来
年
中
巡
行
仕
度
奉
存
候
、
縁
を
以
外
之
御
大
名
御
領
分

段
々
相
願
申
御
事
御
座
候
、
最
早
得
免
許
相
廻
り
候
国
々
も
御

座
候
、
右
之
趣
被
聞
召
届
御
免
被
下
候
者
忝
可
奉
存
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
州
八
幡

　

酉
十
一
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
應
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廓
翁

《
史
料
九
》（
神
応
寺
文
書
追
補
い

−

10
号
）

　
　

永
代
売
渡
シ
申
田
地
作
職
之
事

御
朱
印
徳
雲
庵
分
之
内

一
字
水
落
六
畝
半
之
所
也

　

内
ゟ
本
米
六
升
神
應
寺
江
出
申
候
、
国
役
掛
物

　
　
　

四
斗
六
升
分
神
應
寺
江
出
申
候
、
其
外
諸
役

　
　
　

出
米
等
無
御
座
候
、
尤
右
証
文
壱
通
進
シ
申
候

右
之
地
面
我
等
雖
為
買
得
依
有
要
用
文
銀

五
百
目
、
慥
ニ
受
取
永
代
売
渡
シ
申
処
実
正
也
、

然
ル
上
者
右
之
地
面
ニ
付
違
乱
妨
申
者
無
之
候
、
万
一

違
乱
之
輩
於
有
之
者
、
印
形
之
銘
々
罷
出
埒
明

少
シ
も
御
損
難
相
掛
ケ
申
間
敷
候
、
為
後
証

作
職
売
券
状
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
請
人
奥
谷
久
兵
衛
（
印
）

　

寛
政
八
年
丙
辰
十
二
月　
　
　
譲
り
主
萬
屋
忠
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
（
印
）

　
　
　
　

常
昌
庵

　
　
　
　
　
　

御
旦
那
中

《
史
料
十
》（
神
応
寺
文
書
追
補
い

−

23
号
）

　
　

就
御
尋
申
上
口
上
之
覚

一
此
度
片
岡
ノ
官
ゟ
柴
座
町
ニ
在
之
候
慶
春

庵
ヲ
紺
座
町
小
寺
寿
庵
屋
敷
江
引
移
シ

一
二
二

京
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申
度
段
御
願
申
上
候
ニ
付
、
依
之
五
ケ
寺
仲

間
別
心
も
無
御
座
候
哉
と
御
尋
被
成
候
、
此
儀
仲

間
打
寄
示
談
仕
候
所
、
於
仲
間
何
之
存
念
も

無
御
座
候
ニ
付
、
以
書
付
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

禅
家
五
ケ
寺
惣
代

　

宝
暦
十
一
辛
巳
歳
正
月　
　
　
　
　
　
　
　

巣
林
庵 

判

　
　
　

御
当
職

　
　
　
　

御
役
人
中

《
史
料
十
一
》（
神
応
寺
文
書
123
号
）

　
　
　
　
　
　

奉
願
常
法
幢
之
事

山
城
州
綴
喜
郡
八
幡
庄
杉
山
神
応
禅
寺
者　

八
幡
大
菩
薩

依
御
霊
託
行
教
和
尚
貞
観
弐
庚
辰
年
開
闢
造
建
也
、

到
元
禄
十
二
己
卯
年
八
百
四
拾
年
ニ
罷
成
候
、
中
古
或
時
者
天
台
宗
、

或
時
は
真
言
宗
ニ
而
数
年
転
伝
仕
候
、
応
永
十
五
年
戊
子
年
ゟ

禅
家
曹
洞
宗
ニ
法
脈
全
ク
極
り
到
尓
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2. 赤地金襴文蜀江形　単位㎝
田相　　41.0 × 57.8　環：象牙
紐長さ　外側 127.5　 内側 126.8
紐幅　　外側 11.4　 内側 11.3

4. 不動尊厨子戸帳　単位㎝
　84.5 × 67.5　白糸葵紋二カ所

3. 黒地広東緞子文輪形大小菊紋等　単位㎝
田相　36.8 × 56.0
紐幅　外側 10.8　 内側 5.1

1. 紅地唐織蜀江錦文　単位㎝
田相　　40.0 × 67.0　環：象牙
紐長さ　外側 131.0　 内側 129.5
紐幅　　外側 11.0　 内側 10.5
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笈　寸法　単位㎝
上幅　　　41.5
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御
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御朱印革覆裏側

御朱印笈革覆　スケッチ

側面留具

御朱印革覆
・角の部分は別材の革で補強。
・上部・側面など革を繋げる角
　の部分は、革紐で縫付ける。
・裾部などは糸で始末する。
・裏側側面に三ヶ所留具の取付
　がある

御朱印革覆裏側　スケッチ
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